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幌加内町平成２８年予算審査特別委員会 第１日目 

 

平成２８年３月１６日（水曜日） 

 

〇出席委員（９名） 

 委 員 長 ８番 齋 藤 雅 文 君  副委員長 ５番 小 関 和 明 君 

 副委員長 ６番 春 名 久 士 君       １番 稲 見 隆 浩 君 

      ２番 中 村 雅 義 君       ３番 中 川 秀 雄 君 

      ４番 市 村 裕 一 君       ７番 田 丸 利 博 君 

      ９番 小 川 雅 昭 君                    

 

〇出席説明員 

   町 長    細  川  雅  弘  君 

   副 町 長    村  上     悟  君 

   教 育 長    児  玉     博  君 

   総 務 課 長    大  野  克  彦  君 

   産 業 課 長    村  上  雅  之  君 

   建 設 課 長    小 野 田  倫  久  君 

   住 民 課 長    竹  谷  浩  昌  君 

   保健福祉課長    中  河  滋  登  君 

   地域振興室長    村  上     悟  君 

   教 育 次 長    清  原  吉  典  君 

   病院事務長    蔵  前  裕  幸  君 
   総 務 課                  
             新  江  和  夫  君 
   庶 務 係 長                  
   総 務 課                  
             三  浦  依 里 子  君 
   職員厚生係長                  
   総 務 課                  
             椿     英  万  君 
   情報管理係長                  
   総 務 課                  
             高  木  敏  光  君 
   広報統計係長                  
   総 務 課                  
             山  本  め ぐ み  君 
   税 務 係 長                  
   総 務 課                  
             北  村  貴  智  君 
   財 政 係 長                  
   総 務 課                  
             菊  地     宏  君 
   管 財 係 長                  
   産業課長補佐    山  本  久  稔  君 
   産 業 課                  
             伊  藤  宗  徳  君 
   農 政 係 長                  
   産 業 課                  
             相  澤  雅  彦  君 
   農業振興係長                  
   産 業 課                  
             野  村  道  宏  君 
   商工観光係長                  
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   建設課長補佐    石  黒  政  士  君 
   建 設 課                  
             山  田  英  樹  君 
   土 木 係 長                  
   建 設 課                  
             藤  田  夏  樹  君 
   建 築 係 長                  
   建 設 課                  
             髙  田  英  樹  君 
   水 道 係 長                  
   住民課主幹    内  山     渉  君 

   住民課主幹    加  藤  誠  一  君 
   保 健 福 祉                  
             木  下  八 代 恵  君 
   課 長 補 佐                  
   保健福祉課                  
                           
   すこやか保健    伊  藤  理  加  君 
                           
   係    長                  
   保健福祉課                  
                           
   しあわせ福祉    松  岡     剛  君 
                           
   係    長                  
   保健福祉課                  
             安  芸     修  君 
   介護保険係長                  
   保健福祉課                  
                           
   あんしん介護    北  村  康  栄  君 
                           
   係    長                  
   地域振興室                  
             野  口  卓  也  君 
   主    幹                  
   地域振興室                  
             加  藤  洋  恵  君 
   企画調整係長                  
   学 務 課 長    岩  本  美 佐 江  君 

   社会教育係長    塚  田  裕  紀  君 
   幌加内高等                  
             高  田  美  穂  君 
   学校事務長                  
   農業委員会                  
             柏  原     潤  君 
   農 地 係 長                  
 

〇出席事務局職員 

   事 務 局 長    宮  田  直  樹  君 

   書 記 補    猪  谷  祐  介  君 
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開会 午前 ８時５８分 

    ◎開会・開議の宣告 

〇委員長（齋藤雅文君） ただいまの出席委員数は９名であります。定足数に達してお

りますので、直ちに予算審査特別委員会を開きます。 

 これより平成２８年度幌加内町各会計予算の審議を行いますが、審議に先立ちまして

一言ご挨拶を申し上げます。委員各位並びに説明員の皆様におかれましては、朝早くか

らご出席をいただき、厚くお礼申し上げます。さきの本会議におきまして予算審査特別

委員会が設置され、私が委員長として重責を担うこととなりました。平成２８年度予算

につきましては、細川町長就任後初の予算編成案であり、施政方針に基づき、長年の懸

案事項でありました病院再編に伴う各種事業で規模が膨らんだ予算計上と思います。委

員の皆様におかれましては、町民の負託に応えられますよう、詳細な審議と能率的かつ

効果的な委員会運営にご理解とご協力をお願いいたします。 

 以上をもちましてご挨拶とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

 

    ◎議案第３３号ないし議案第４０号 

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、これから付託を受けました議案第３３号から議案

第４０号までの平成２８年度各会計予算の件を議題といたします。 

 審議に入る前に、特別委員会の運営方法について事務局より説明いたします。 

〇事務局長（宮田直樹君） （予算審査特別委員会運営方法朗読、記載省略） 

〇委員長（齋藤雅文君） 以上で説明を終わります。 

 お諮りします。以上の審査方法により直ちに審査を行いたいと思います。これにご異

議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 異議なしと認め、そのように取り進めることといたします。 

 これから審査に入ります。 

 説明員の皆様に申し上げます。今ほど説明がありましたように、新規の部分、昨年と

変わる部分を中心に説明を行っていただき、説明は簡潔明瞭にお願いいたします。 

 暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前 ９時０４分 

再開 午前 ９時０５分 

 

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、休憩を解いて早速会議に入ります。 

 これから議案第３３号 平成２８年度幌加内町一般会計予算の説明及び質疑を行いま

す。 

 歳出の１款議会費、２款総務費を一括して審査を行います。 
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 説明をお願いいたします。 

 総務課長。 

〇総務課長（大野克彦君） それでは、総務課関係についてご説明いたします。 

 議案７３ページ、７４ページをお願いいたします。１款１項１目議会費、本年度３，

７８７万７，０００円、前年比３３９万５，０００円のマイナスとなってございます。

議会費につきまして主な変更点につきましては、４、共済費、議員共済組合公費負担金

の負担率が改正になりまして、４１６万８，０００円の減額となってございます。続き

まして、９節旅費の特別旅費におきまして、中央陳情等に備え、３３万８，０００円の

増額をしてございます。続きまして、１４節使用料及び賃借料におきまして、高速道路、

それから駐車場の使用料につきまして新設、増額させていただいてございます。次、１

８、備品購入費につきましては、書類等の整理のため書庫３台の購入１８万７，０００

円を計上させていただいております。この目については以上でございます。 

 次のページをお願いいたします。７５、７６ページをお願いいたします。２款１項１

目一般管理費、本年度６，３１２万３，０００円、５０２万７，０００円の減額となっ

てございます。主な変更点につきましては、７、賃金におきまして、臨時雇い賃金につ

きまして日額から月額に変更というふうなことで単価アップをしたことにより、４６万

５，０００円の増額となってございます。続きまして、１１、需用費、燃料費、電気料

につきましては、それぞれ単価等の減がございまして、燃料費で１１５万５，０００円、

電気料で５０万円の減額となってございます。続きまして、委託料につきましては、２

７年度におきましては番号法、それから行政不服審査法の法改正に伴います条例等の改

正にかかわる支援業務委託料といたしまして１９８万８，０００円がありましたけれど

も、これの減額となってございます。その他、庁舎管理委託業務につきまして、今につ

きましては民間の会社に委託しておりますけれども、これをこの４月からは職員で直営

で実施する予定ということにしておりますので、その件に関しまして３２３万円の減額

となってございます。このページは以上でございます。 

 次のページ、７７ページ、７８ページをお願いいたします。ここで１８節備品購入費

におきまして、庁舎備品購入費といたしまして２８年度におきましては庁舎ロビーにあ

ります応接セットの入れかえを予定しております。これに伴いまして２９万６，０００

円の増額となってございます。この目については以上でございます。 

 次のページお願いいたします。７９ページ、８０ページをお願いいたします。３目文

書広報費、本年度２４３万１，０００円、２１万１，０００円の減額でございます。こ

こについては特にございません。 

 次、４目財産管理費、本年度１億７８５万４，０００円、比較９，１０５万６，００

０円の増額となってございます。次のページをお願いいたします。８１ページ、８２ペ

ージをお願いいたします。ここにつきましては、委託料の一番下にあります公共施設等

総合管理計画策定支援業務委託料、これにつきましては国の政策に基づきまして公共施
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設の全体の把握、長寿命化の計画をつくるために委託するものであります。２７年度は

固定資産税の台帳整備を行っておりますけれども、引き続き公共施設について計画を立

てるものといたしまして２９７万円の増額となってございます。次、１５節工事請負費

につきまして、まず１点目、添牛内地区街路灯改修工事３１１万１，０００円につきま

してですけれども、これにつきましては昨年の１０月２日に添牛内におきまして車の事

故によりまして街路灯が破損してございます。これにつきましては、相手方の保険で全

額対応できるということで、今年度改修の工事を実施するというものでございます。続

きまして、旧町立病院解体工事７，４１１万円につきましては、病院が廃止されますこ

とに伴い、解体するものでございます。なお、この計上した後に建物内部に石綿の敷設

があったということが判明しましたので、その対応によりましてこの額よりも金額が上

がることが予想されますので、それにつきましては今後また詳細に設計を組みまして、

補正予算で対応したいと考えてございますので、よろしくお願いいたします。次の沼牛

賃貸住宅の道路、それから備品購入費につきましては、住民課のほうで対応しておりま

すので、そちらのほうで説明を行います。この目については以上でございます。 

 ５目基金積立金、本年度３８３万７，０００円、５４万３，０００円の減額となって

ございます。ここについては特にございません。 

 次、６目支所及び出張所費、本年度２０５万円、比較１０万５，０００円の減額とな

ってございます。この目についても特にございません。 

 次のページ、８３ページ、８４ページをお願いいたします。７目恩給及び退職年金費、

本年度７９万６，０００円、比較ゼロとなりますけれども、この目も特にございません。 

 次、９目地域振興費、本年度２，９１９万１，０００円、３２４万９，０００円の減

額となってございます。ここにつきましては、主に総務課関係につきましては自治区、

それから簡易郵便局の経費、それから昨年までありました地域おこし協力隊に係る経費

が計上されてございました。この中では、昨年に比べまして賃金におきまして地域おこ

し協力隊がいなくなったことによりまして４８０万円の減額となってございます。それ

から、旅費につきましても地域おこし協力隊分につきまして４１万３，０００円の減額

となってございます。次のページお願いいたします。８５、８６ページ、この目につい

ては以上でございます。 

 続きまして、１０目地域情報通信費、本年度１，５８８万９，０００円、１２８万８，

０００円の増額となってございます。この増額分につきましては、１３、委託料の光情

報通信設備保守管理業務委託料におきまして１３３万２，０００円の増額となってござ

います。これにつきましては、５年のパックサービスとなる委託サービスが終了し、今

後新たに１年、１年となりまして、若干割高になったということで増額となってござい

ます。この目については以上でございます。 

 次のページ、８７ページ、８８ページをお願いいたします。１１目総合行政情報シス

テム費、本年度４，７３４万４，０００円、比較２，０８５万６，０００円の減額とな
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ってございます。これにつきましては、１３節委託料の個別業務システム改良委託料に

つきまして２，２４２万８，０００円の減額となってございます。これにつきましては、

２７年度におきまして主に番号法絡みによるシステム改修がありましたので、これに係

る減額となってございます。その他、１９節、２番目の地方公共団体情報システム構築

負担金１４２万６，０００円の増額となっておりますけれども、これにつきましては新

たに番号法にかかわる自治体と自治体をつなぐ中間サーバーの構築によるそれぞれの負

担金が生じましたので、増額とさせていただいております。この目については以上でご

ざいます。 

 次のページ、８９ページ、９０ページをお願いいたします。２項１目税務総務費、本

年度２８７万８，０００円、比較１１４万６，０００円の増額となってございます。主

な増額の要因といたしまして、１３節におきまして固定資産税標準宅地鑑定評価業務委

託料、これにつきましては平成３０年の評価がえに向けて２８年度より委託をして業務

を進めるためということになってございます。この目については以上でございます。 

 続きまして、９１ページ、９２ページをお願いいたします。４項１目選挙管理委員会

費、本年度４５万５，０００円、比較２万２，０００円の増額となってございます。こ

の目については特にございません。 

 続きまして、２目参議院議員選挙費、本年度５１５万１，０００円、皆増となってご

ざいます。これにつきましては、７月に予定されております選挙経費を計上させていた

だきました。 

 次のページをお願いいたします。９３ページ、９４ページ、知事、道議、それから町

長、町議選挙につきましては、前年に対しゼロとなってございます。それぞれ３６５万

５，０００円の減額、４７２万３，０００円の減額となってございます。 

 ５項１目統計調査総務費、本年度２万３，０００円、変わらずとなってございます。

特にございません。 

 ２目諸統計調査費、本年度５６万７，０００円、比較２２１万８，０００円の減額と

なってございます。これにつきましては、２７年度におきましては国勢調査がございま

して、それにかかわる経費がありましたので、減額となってございます。主に、報酬に

おきまして調査員の報酬で１５７万４，０００円の減額、それとか１４節のコピー機借

り上げ料といたしまして補助対象経費として組んでおりましたけれども、そこにおきま

して５０万４，０００円の減額となってございます。 

 続きまして、６項１目監査委員費、本年度１２４万１，０００円、２万５，０００円

の減額となってございます。この目についても特にございません。 

 以上で終わります。 

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、説明が終わりました。 

 事項別明細書７３ページから質疑を受けます。７３ページ、７４ページについて質疑

ありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ７５ページ、７６ページについて質疑ありませんか。 

 春名委員。 

〇６番（春名久士君） 臨時職員賃金が日額から月額にしたということで何ぼか上がっ

たようであります。一般質問でもありましたけれども、実質的にそこら辺はどういうふ

うな改革というのですか、改善がなされたのか説明をお願いしたい。 

〇委員長（齋藤雅文君） 総務課長。 

〇総務課長（大野克彦君） 臨時職員の日額から月額への変更ということでございます

けれども、ここにつきましてはそれぞれ、この方につきましては一般事務というような

ことで、現業職ではなく事務というふうなことで分類をされている方でございますけれ

ども、この事務の方につきましては、今まで日額につきましては４つの区分で３年未満、

それから５年未満、８年未満、８年以上というようなことで区分をして、それぞれ日額

で対応してございました。今回賃金表をつくっているのですけれども、この部分につき

まして５年超えた者につきましては日額から月額というようなことで若干単価を上昇い

たしまして給料表を改正し、月額として金額を上げたというようにしてございます。 

 以上です。 

〇委員長（齋藤雅文君） ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ７７ページ、７８ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ７９ページ、８０ページ、質疑ありませんか。 

 市村委員。 

〇４番（市村裕一君） ほろみん号の試験運転についてちょっとお聞きしたいのですけ

れども…… 

（「地域振興費」の声あり） 

〇４番（市村裕一君） ごめんなさい。 

〇委員長（齋藤雅文君） ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ８１ページ、８２ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ８３ページ、８４ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ８５ページ、８６ページ、質疑ありませんか。 

 中村委員。 

〇２番（中村雅義君） 自治区活動交付金についてちょっとお聞きしたいのですが、こ

の金額はもう１０年来ずっと同じだと思うのですが、幌加内自治区を除くほかのところ
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というのは分館を所持しておりますし、当時は税の貯蓄組合の補助金とかそういうのあ

って、何とか部落も維持してきたのですが、最近見ると、いろいろ聞きますと本当にか

つかつでぎりぎりで大変だ。それから、分館の改修については補助はあるのですが、実

質的に残りは自治区内で払わなければならないということで、非常に大変な時期に来て

いるのですが、そのことについてどういうふうに考えているかお聞きしたいと思います。 

〇委員長（齋藤雅文君） 総務課長。 

〇総務課長（大野克彦君） 自治区活動交付金ということなのですけれども、これにつ

きましては現在のところ４０５万円ということでここ数年間変わってございません。配

分の割合といたしましては、３割を各自治区に固定、残りを世帯割というようなことで、

配分方法についてもここ数年は変わってきてございません。そのほかに、自治区の分館

活動等に対してそれぞれ納税の関係ですとか、それからあと農業のほうでは中山間とい

うようなことで自治区で使えるようなお金があったということで、これもだんだん減っ

てきているということが現実には起こっているかと思います。そういった状況につきま

しては、私どものほうも各町政懇談会でもお話をいただいているところであり、それに

対して、今回計上はしていませんでしたけれども、自治区の活動によっては新たな補助

金を検討したいというような考えは持ってございます。具体的に詳細についてはまだ決

まっていませんけれども、それぞれ自治区が独自に行う活動、それから公に公共的な活

動について支援をしたいというようなことで考えて、検討を始めているところでありま

す。これにつきましては、まだ時間がかかるかもしれませんけれども、検討して補正予

算等で対応していきたいと考えてございます。 

 以上です。 

〇委員長（齋藤雅文君） 中村委員。 

〇２番（中村雅義君） その活動の分の補助という具体的なものあったら、何点か教え

ていただきたいと思います。 

〇委員長（齋藤雅文君） 副町長。 

〇副町長（村上 悟君） 今総務課長からお答えしたとおり、今のところまだ固まって

いないのが現実です。今想定しているのは、それこそ先ほど総務課長からありましたけ

れども、昨年の町政懇談会で回らせていただいたときに、自治区の自主的な活動に何と

か補助をしてくれないかというお話がございました。これの実現に向けて、今何とかし

たいというふうに思っているのですけれども、ただ現存する他の補助金とバッティング

する部分がございますので、それとのすみ分けをしっかりしなければいけないというこ

とが問題点としてあるかと思います。これらをクリアして何とかできないかなというふ

うに思っていますので、今のところ具体的にこれというものはございません。 

〇委員長（齋藤雅文君） ほかにこのページ質疑ありませんか、８５ページ。 

 中川委員。 

〇３番（中川秀雄君） １９節の今質問があった上の地域創生講演会補助金というのが
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ことし改めて出てきたのかなと思いますけれども、その点についての説明をお願いしま

す。 

〇委員長（齋藤雅文君） 副町長。 

〇副町長（村上 悟君） この項目につきましても地域振興室ではあるのですが、地域

振興室分でございますので、そのときにまたご説明させていただきます。 

〇委員長（齋藤雅文君） ８５ページ、８６ページ、よろしいですね。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ８７ページ、８８ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ８９ページ、９０ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ９１ページ、９２ページについて質疑ありませんか。よろし

いですね。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ９３ページ、９４ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ９５ページ、９６ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １款、２款全般について質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ないようでございます。 

 これで１款、２款の質疑を終わらせていただきます。 

 次に、９款消防費の説明をお願いいたします。 

 総務課長。 

〇総務課長（大野克彦君） それでは、１４９ページ、１５０ページをお願いいたしま

す。９款１項１目消防総務費、本年度１億５，３１４万７，０００円、１２３万２，０

００円の減額となってございます。ここにつきましては深川地区消防組合への負担金と

なってございますけれども、増減の主な要因といたしましては、人件費におきまして４

０３万９，０００円の減額、これにつきましては前署長がいなくなり、次に新人１名分

を計上したことによる差額の減額となってございます。そのほか、デジタル簡易無線機

１４台を購入することとし、１３９万６，０００円を計上させてございます。あと、消

防の職員関係につきましては、２８年度に向けて結果的には２名の方を採用いたしまし

て、合計で１５名ということで平成２８年度からは体制を組むというふうに考えてござ

います。１名分について多く採用いたしておりますので、その分に対する人件費につい

ては今後補正させていただきたいと考えてございます。消防総務費については以上でご

ざいます。 
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 ２目災害対策費、本年度３９万２，０００円、１，０００円の増額となってございま

す。この目については特にございません。 

 以上で終わります。 

〇委員長（齋藤雅文君） 説明が終わりました。 

 ただいまの１４９ページ、１５０ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ないようでございます。 

 それでは次に、１２款公債費、１３款諸支出金、１４款職員費、１５款予備費を一括

して審査を行います。 

 説明をお願いします。 

 総務課長。 

〇総務課長（大野克彦君） それでは、１７９ページ、１８０ページをお願いいたしま

す。１２款１項１目元金、本年度４億１９５万２，０００円、比較１，７１１万７，０

００円の増額となってございます。 

 それから、２目利子４，６００万８，０００円、５８１万３，０００円の増額となっ

てございます。これにつきましては、副町長の概要説明でありましたけれども、そのと

おりでございますので、省略させていただきます。 

 続きまして、１８１ページ、１８２ページをお願いいたします。１３款１項１目土地

取得費、本年度１００万円、変更ございません。これにつきましても特にございません。 

 次のページ、１８３ページ、１８４ページをお願いいたします。１４款１項１目職員

給与費６億３，４０２万円、８，２８１万３，０００円の増額となってございます。こ

れにつきましては、概要説明でもございましたけれども、病院から診療所、一般会計に

なることに伴いまして、５，２０５けれども３，０００円の増額、そのほか退職手当の

精算分といたしまして２，６９３万２，０００円の増額となってございます。なお、一

般事務に係る職員採用につきましては、この予算上は新採を５名というようなことで計

上してございましたけれども、職員募集、採用の結果、今のところ３名ということで進

ませていただきたいと思いますので、２名分については後々減額させていただきたいと

考えてございます。また、人件費にかかわる詳細につきましては、この議案の１８７ペ

ージから１９３ページにそれぞれ明細書を掲載してございますので、後ほどお目通し願

いたいと思います。この目については以上でございます。 

 続きまして、１８５ページ、１８６ページをお願いいたします。１５款１項１目予備

費５００万円、前年同額でございます。この目についても説明は特にございません。 

 以上で終わります。 

〇委員長（齋藤雅文君） 説明終わりました。 

 １７９ページ、１８０ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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〇委員長（齋藤雅文君） １８１ページ、１８２ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １８３ページ、１８４ページ、質疑ありませんか。 

 中川委員。 

〇３番（中川秀雄君） 職員の採用の関係なのですけれども、ことしは５名募集をして、

結果的には３名と、ここ近年、報告によりますと募集した定員が充足できるだけの応募

がないという傾向が続いておったかと思うのですけれども、それで今回の場合も恐らく

それの補充も含めて５名という採用枠になったのだろうと思いますが、一昔前は不況時

代には公務員枠自体は割と、買い手市場と言ったら変ですけれども、応募も多くて、募

集も比較的やりやすかったときもあったかと思うのですが、最近になってそういう傾向

出てきているというのはどういうふうに分析されておりまして、このまま募集した職員

が集まらないという事態がずっと続けば、やっぱりいろんな業務に差し支えも出てくる

かと思うのですけれども、その辺の対策等はどのように考えているかお尋ねしたいと思

います。 

〇委員長（齋藤雅文君） 総務課長。 

〇総務課長（大野克彦君） 職員採用についてでありますけれども、中川さんおっしゃ

るとおり、ここ数年は募集に大変苦労しているのが現状でございまして、本町の場合に

おきましては上川管内の町村会のほうで上川全部を統一して試験をしてございます。そ

の中で、現状的にはやはり都市、市に近いところが人気があるというのが現状でありま

して、中部、南部については大体希望どおり採用になっておりますけれども、北部、和

寒以北についてはなかなか希望どおり職員が採用されていないというのが事実でござい

ます。これより北の、名前出してあれですけれども、下川町につきましては技術屋さん

がもう何年もいないというようなことも現実的には起こってございます。そういった中

で、北部の者も集まりまして、市については独自に採用してございます。名寄市、士別

市等については独自に採用してございますので、そういった北部で市で漏れた方につい

ては町村でも採用、情報をもらえないかというようなことで動きも検討し始めていると

ころでございます。 

 また、ことしの場合におきましては１次試験で幌加内に応募される方もそれぞれ５名

程度おったのですけれども、実質１次試験に受からないと採用できないものであります

ので、なかなか１次試験に受かる方が来ていないというのも現状でございます。ある程

度の一定のライン超えていない方はなかなか採用できないという部分ございますので、

このような結果になってございます。その後２次といたしまして、うちの場合ですと１

次で１名を採用いたしまして、その後２次というようなことで幌加内を希望していない

方を２次として募集いたしまして、その中から新たに２名というようなことで、合計３

名というような方を採用して、現状になってございます。あと、実際試験やって思った

ことは、上川に行って間もないというようなことで、上川地方の方にはなかなか幌加内
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のこともわかっていただけていないというのも１つ原因であるのかなというようなこと

もございまして、こちらから募集しているのだぞという姿勢ではなくて、今回の２次試

験とかは深川の駅まで迎えに行ったりというようなことで、うちの町に来てくださいと

いうようなこともＰＲさせていただいております。その他、上川の町村会におきまして

も旭川での説明会、それから札幌での試験の説明会を行っておりますので、そういった

ことはさらに続けて、採用に向けてやっていきたいと考えているところでございます。 

 以上です。 

〇委員長（齋藤雅文君） ほかに１８３ページ、１８４ページについて質疑ありません

か。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １８５ページ、１８６ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １２款から１５款全般について質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ないようでございます。 

 それでは、これで１２款から１５款までに関する質疑を終わらせていただきます。 

 以上で総務課所管の質疑を終わります。 

（「１点よろしいですか」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） はい。 

〇総務課長（大野克彦君） 自治区活動交付金で私３割、７割と言ったのですけれども、

５割、５割の配分なので、済みません、訂正いたします。 

〇委員長（齋藤雅文君） 暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前 ９時３９分 

再開 午前 ９時４３分 

 

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、休憩を閉じて審査を続けます。 

 地域振興室所管の２款総務費の説明をお願いします。 

 室長。 

〇地域振興室長（村上 悟君） それでは、ご説明をいたします。予算書７７ページ、

７８ページをお開きいただきたいと思います。２款１項２目企画費でございますが、本

年度７，００２万６，０００円、前年対比３，９０２万４，０００円の増となったとこ

ろでございます。１節報酬で３段目になりますが、過疎地有償運送運営協議会委員報酬

１万４，０００円でございますが、社会福祉協議会が行っております移送サービスに係

る部分でございますが、本年更新の年となってございます。それに伴う計上でございま

す。 
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〇委員長（齋藤雅文君） 室長、長いと思いますので、着席して説明してください。 

〇地域振興室長（村上 悟君） それでは、着席してご説明させていただきます。 

 その下の地域公共交通会議委員報酬、これにつきましては体制が整ったときのために

計上させていただきました。それから、２段下がりまして、ほろみん号運行実証試験検

討委員会委員報酬、これにつきましては平成２８年度も継続して実証運行を行うという

ことで計上したところでございます。なお、これに係る経費の補助金につきましては、

昨年道が行っております地域総合交付金、地域づくり総合交付金ですか、これが当たっ

たのですが、２８年についてはまだ確定しておりません。継続して要望したいというふ

うに思っております。それから、８節、講師謝礼でございますが、これについては町長

の施政方針の中にもあったわけですが、そば大使、そばアドバイザーを改めて委嘱した

いということで、それに係る費用弁償を含めた謝礼をここで計上してございます。なお、

そば大使については、現在のところ上杉周大さん、これはＳＴＶのブギウギ専務という

のをご存じの方おられるかもしれませんが、それに出演されている方です。トンアップ

モーターズというバンドのボーカルをやっておられます。札幌市出身で、２０１４年に

は全道１７９市町村を演奏して回ったという方で、大変そば好きということもありまし

て、そば大使にというふうに考えているところです。それから、アドバイザーにつきま

しては、もう皆さんご存じだと思いますが、全麺協の会長でございます中谷さんをお願

いしたいというふうに思っております。それから、９節、特別旅費で４６万９，０００

円でございますが、これについては例年同様になりますが、各種イベント、陳情、要望

活動の職員旅費ということで計上させていただいております。それから、１１節の消耗

品１６万３，０００円のうち１０万円、それから次のページをお開きいただきたいので

すが、１５節工事請負費、移住体験住宅改修工事で４３３万１，０００円、それと１８

節備品購入費４０万円、これについては移住体験ということで沼牛の町有住宅が１戸あ

きましたので、これをお試し住宅として提供したいというふうに思っております。これ

に係る経費でございます。これについては、現在のところ１週間以上１カ月未満という

ことで考えてございます。これに係る使用料を徴収することとしたいというふうに思っ

ておりますが、夏季については１日２，０００円、冬期については１日３，０００円と

いうことで徴収することとしたいというふうに思っています。ただ、それ以外の水道光

熱費等についてはこちら側が負担するということで実施したいというふうに思っており

ます。それから、１２節の登録商標手数料２６万円でございますが、本町においてはま

ず１５年に３０類、３１類の商標を登録しております。これは、３０類がそば粉、そば

の麺等のいわゆるソバの加工品です。それから、３１類は原ソバでございます。それか

ら、１９年に２０類、２９類、３２類、３３類の登録を行いました。２０類はクッショ

ン、枕等です。それから、２９類が食肉、加工野菜等、卵、乳製品等、こういったもの

が入ります。それから、３２類についてはビール、清涼飲料といったものでございます。

３３類が日本酒、果実酒ということです。これは、登録から１０年で更新ということに
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なりまして、今申し上げました２０類、２９類、３２類、３３類が本年更新の年となり

ますので、それに係る経費２６万円を計上したものでございます。それから、１３節委

託料でほろみん号試験運行業務委託料は、先ほども申しましたように本年も継続して試

験運行を行いたいということで、これに係る委託料を計上したところです。その下、Ｊ

Ｒ跡地地積測量業務委託料で３，０００万円でございますが、平成２７年度で調査設計

を実施いたしました。２８年からいよいよ測量、払い下げ業務に入ることとしておりま

す。農地となっているところがほとんどでございまして、測量は取り入れ後に測量を行

うことが多くなるのではないかなというふうに思っております。このため、年間十数キ

ロ程度の測量しか進捗しないだろうというふうに今のところ考えております。数年間こ

れを継続しなければならないだろうというふうに思っております。また、これには基金

を充てておりますが、その基金の財源でございますけれども、過疎ソフトの枠があった

ときにその残額を基金に積んで、これに充てるということとしたいというふうに思って

おりますので、当面今のところ年間３，０００万円程度のものかなというふうに考えて

おります。本年３，０００万円で何とか進めたいというふうに思っているところです。

それから、１９節の下から２番目になりますが、民間賃貸住宅建設事業補助金２，２０

０万円でございますが、本年も建築希望があった場合に備えて計上したところでござい

ます。この目については以上でございます。 

 ８３ページ、８４ページをお開きいただきたいと思います。９目地域振興費でござい

ますが、この目の地域振興室での部分については４４万９，０００円、前年対比で２万

１，０００円の増でございます。ここでこのページについては特に申し上げることあり

ませんが、次のページで１９節、地域創生講演会補助金３００万円でございますが、こ

れにつきましては昨年長命庵の森社長の口ききで、ＮＰＯ法人北海道グラウンドワーク

というのがあるのですが、ここが主催した石破地方創生担当大臣を招いての地方創生フ

ォーラムというのがございました。これの前段に石破大臣と会談する機会を与えていた

だいたところです。また、このＮＰＯが行う、ジャーナリスト中村美彦さんという方が

いらっしゃるのですが、この方を中心に北海道の現状、将来像について各界の代表者で

論議する中村パーティーというのを毎月行っているところです。この折に、２８年度の

石破大臣を招いて行う講演会を幌加内町で行ってはいかがでしょうかというお話が今出

ております。今のところ確定ではないのですが、現在この実現に向けて調整をしている

ところです。これがかなえば、石破大臣の地方創生に取り組む本町への注目度も上がる

のではないかというふうに考えますし、本町の抱える諸課題、これの解決に期待が持て

るのではないかということで予算計上したところです。この目については以上でござい

ます。 

 以上で説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇委員長（齋藤雅文君） 説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。７７ページ、７８ページです。ありませんか。 



 - 15 - 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ７９ページ、８０ページです。 

 市村委員、今度は大丈夫です。 

〇４番（市村裕一君） ほろみん号の試験運転ということで、町長の施政方針の中で、

９月いっぱいやってみて、その後ある程度の方向性を出していきたいと、町民からもア

ンケートとると何とか続けてほしいと、有料でもよろしいですよという、そういうアン

ケートの結果もありましたということも施政方針で聞いたのですけれども、当初これ始

まったときに余りいい形でＪＲとの交渉がなされていなかったというようなことで、今

ＪＲ側はテレビ、新聞等で新幹線ということで北海道挙げて歓迎ムードの中でおるので

すけれども、片方でローカル線をかなり整理したというようなこともございますので、

私自身としてはそういう一つのものがきっかけとなって赤字路線を廃止する一つのネタ

になったらちょっと困るかなという思いもあるので、ほろみん号の運行に関してのＪＲ

とのこれからの折衝というのかな、これを相当慎重にやらなかったら、深川、名寄とい

う大きな市があるのですけれども、幌加内だけが宙に浮いてしまうような、そんなこと

も危惧するので、その辺言いづらいこともあるかもしれないけれども、こんなことで進

みますよ、大丈夫とは言えないと思うのですけれども、ある程度いい流れでいけるのか

なという、もししゃべれるとしたらちょっと聞かせてほしいなと思うので、よろしくお

願いします。 

〇委員長（齋藤雅文君） 室長。 

〇地域振興室長（村上 悟君） 私の答えられる範囲でお答えしたいと思いますが、足

りなければまた町長に補足していただきたいと思いますけれども、今市村委員おっしゃ

られるように、ＪＲに関しては地方線を切る等のお話が今あちらこちらであります。た

だ、本町の場合はＪＲではなくＪＲ北海道バスなのです。親会社ですから全く関係ない

とは言いませんが、そこは一旦切って考えなければならないのかなというふうに思って

おります。今おっしゃられた過去にいろいろあったということなのですが、それは私ど

もも認識はしておりまして、何とかその関係をいい方向にということで、年末にもＪＲ

バスさんの社長さん一行、ちょっとお話ししませんかということで本町に来ていただき

ました。朱鞠内でお話をさせていただいたのですが、一献交えてということですけれど

も、雰囲気的にはそんなに悪いというふうには思っていないところです。ただ、そこで

は余り露骨にそういう話はできなかったのですけれども、今後そういったものを踏まえ

て、関係修復という言葉がいいのか悪いのかわからないですけれども、適当でないかも

しれませんが、それに向けて今努力しているというところです。ＪＲバスも本町を通っ

ている深名線については決して今いい状態ではない。また、バス会社の中でもかなりど

のバス会社も今厳しい状態だというふうに聞いております。その中でも、本町について

は地域の皆さんの足でございますので、１００％こちら側が主張するということにはな

らないかもしれないですが、ＪＲバスさんの言うことも聞いて、それぞれがいいように
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なればいいのではないかなというふうに今私は考えているところです。今後どういうふ

うに話進めていくか、まだ具体的にああしましょう、こうしましょうというのはお話し

できないのですが、とりあえずテーブルに着いてお話をしましょうということで、ＪＲ

バスさんとはその辺は話は合っているというふうに思っておりますので、ご理解をいた

だきたいと思います。 

〇委員長（齋藤雅文君） 町長。 

〇町長（細川雅弘君） それでは、私からも若干意見といいますか、まず今のほろみん

号、議会の皆さんからそれぞれご質問を過去いただいております。やはり無償運行とい

うのは極めて不自然な形である。この実態だけは皆さん認識をしていただきたい。町民

にとりましては、無償運行ということで大変ありがたいわけですけれども、これはＪＲ

とのボタンのかけ違いの結果であるというふうに私は認識しております。今後、先ほど

副町長から言ったようにそういった関係を修復、そういった形を進めていく中で、今度

はもうボタンのかけ違いは許されないと思っています。私は、上川に移行した当初から

公的公共交通機関がすごく資源が乏しい町にあって、北から南までどういったものが必

要だということから入ろうということで、当時の振興局の担当とお話をさせていただい

たところでございます。とりあえず幌加内旭川が先行するかもしれません。その後士別

添牛内すれば朱鞠内はないと、こういった整備を逐次やっていくという想定のもとで歩

んできたつもりでいます。そういった中で、ＪＲバスさんが先ほど申し上げましたよう

にテーブルにのっていただけるような雰囲気がつくれる可能性が出てまいりました。そ

ういった中でざっくばらんにお話をしたい。それと、上川の首長さん集まる機会がある

のですが、今は本体のほうの天塩線がすごく問題になっています。そういった中でも、

昔みたいに全て反対、反対というわけにはいかないだろうということで、やはりのむべ

きことはのむ、そういった姿勢で挑まなければならぬと、そういう話も聞いています。

私は、要は今の住民の足の確保、これをきっちりできる構築、そういったシステムを目

指して進めてまいりたい。その点については、正直にＪＲさんにお伝えしてざっくばら

んにお話ししたいということで進めたいと思います。 

 以上です。 

〇委員長（齋藤雅文君） ７９ページ、８０ページ、ほかに質疑ありませんか。 

 中川委員。 

〇３番（中川秀雄君） 今のほろみん号の関係なのですけれども、五百数十万計上され

ておりますが、今までの例からいいますと、これは９月までの試験運行ということで捉

えていいでしょうか。 

〇委員長（齋藤雅文君） 室長。 

〇地域振興室長（村上 悟君） ２７年度については一旦３月から９月まで、これは道

の地域づくり総合交付金の関係もあってといいますか、最初の始まりがその前の１０月

からだったということもあって９月で切っていました。ただ、それがさらに延長されて
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本年３月末まで延長されたところです。２８年度については、これは４月から明年の３

月まで１年間の予算ということで計上されております。 

 以上です。 

〇委員長（齋藤雅文君） ７９ページ、８０ページ、ほかに質疑ありますか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ８３ページ、８４ページですが、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ８５ページ、８６ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ２款全体について質疑を受けます。２款全体、質疑ありませ

んか。 

 中村委員。 

〇２番（中村雅義君） 町長の施政方針の中で、そば大使とアドバイザーのことでちょ

っと聞きたいなと思うのですが、前回からできた部分ですが、その部分は名前だけで、

余り成果というのは見られなかったような気がするのです。今回こういうふうに予算計

上されていますので、特に大使にはミュージシャンということで、メディアを使うとい

うのは相当な宣伝効果はあるとは思うのですが、そういう部分、どの程度のことを考え

ているか、あれば教えていただきたいと思います。 

〇委員長（齋藤雅文君） 地域振興室長。 

〇地域振興室長（村上 悟君） まず、そばの里大使の上杉周大さんについてですが、

今中村委員おっしゃられるように、委嘱はしたけれども、何をやってもらうかというの

を今まではっきりしていなかったかというふうに思っています。それは受けるほうも大

変であろうということで、今回からはそれぞれアドバイザーにしても大使にしても、何

をやっていただくか提示しましょうということで進めているところです。上杉周大さん

については、幌加内そばのＰＲ、上杉周大さん自体が先ほども申しましたとおり全道１

７９市町村を演奏して回って、その半数から大使の依頼があるのだそうです。それが大

使を依頼したところについては、ほかの大使を受けてはだめという制約をつけるまちも

あるのだそうです。そういったことで、一つのまちに特化してはいけないという考えも

あるらしく、幌加内の大使ということではちょっと抵抗があるということで、ただそば

好きだということなものですから、そばに特化して大使ということでお受けできるので

はないかなというお話を今いただいております。私どもは、上杉周大さんは北海道だけ

ではなくて首都圏でもご活躍されてきていますので、そういったところでライブである

とかというところに幌加内のそばをＰＲしていただくということと、その会場で幌加内

のＰＲ物品というのですか、それを置かせていただくとか、そういったところも考えて

おりますし、幌加内でソバの作付から収穫まで、そういったところもやってみたいとい

うお話もありますので、これも上杉周大の畑として今セットしたいというふうに思って
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います。そういったことで幌加内そばをＰＲしていただくというのが上杉周大さんです。 

 それから、中谷信一さん、アドバイザーにつきましては、皆さんおわかりだと思うの

ですが、地域振興に非常にたけた方ということですので、そばを中心にどうやって地域

振興していくかをアドバイスしていただくということで現在考えているところです。 

 以上です。 

〇委員長（齋藤雅文君） ほかに２款全般について質疑ありませんか。 

 春名委員。 

〇６番（春名久士君） 路線バス定期購入助成金はいいですか、質問。 

（「住民課です」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、２款の質疑は終わらせていただきますが、よろし

いですね。 

（「はい」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 次に、６款農林水産業費の説明をお願いいたします。 

 地域振興室長。 

〇地域振興室長（村上 悟君） それでは、６款についてご説明をいたします。１２５

ページ、１２６ページをお開きいただきたいと思います。６款１項３目農業振興費でご

ざいますが、この中で１９節のそば活性化協議会助成金が地域振興室関係となります。

８１万円でございまして、前年同額となっておりますので、これについては特に申し上

げることございません。 

 以上でございます。 

〇委員長（齋藤雅文君） １２５ページ、１２６ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、６款の質疑を終わらせていただきます。 

 次に、７款商工費の説明をお願いいたします。１３９ページです。 

 室長。 

〇地域振興室長（村上 悟君） それでは、１３９ページ、１４０ページをお開きいた

だきたいと思います。７款１項２目観光費でございます。この中で地域振興室分、１９

節、下から２番目にイベント協賛交付金４２０万円がございます。この額の一部が地域

振興室分になります。内訳といたしましては、そば祭りで３６０万円、それからフォト

コンテストで３０万円、前年同額を見込んだところでございます。 

 以上で説明を終わります。 

〇委員長（齋藤雅文君） 説明終わりました。 

 １３９ページ、１４０ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） では、７款の質疑を終わらせていただきます。 

 これをもちまして地域振興室の質疑を終了いたします。 
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 暫時休憩です。 

 

休憩 午前１０時０８分 

再開 午前１０時２２分 

 

〇委員長（齋藤雅文君） 休憩を閉じまして審査を続けますが、先にちょっと皆さんに

ご報告があります。 

 １１時ごろ町長のところに士別警察署長がお別れの挨拶に来るということでございま

す。１０分ほど休憩になると思いますが、それをご承知おきください。 

 それでは、住民課所管の２款総務費、３款民生費の一括説明をお願いいたします。 

 住民課長。 

〇住民課長（竹谷浩昌君） それでは、ご説明させていただきたいと思います。 

 ２款１項４目、７９ページになります。 

〇委員長（齋藤雅文君） 課長、説明ですから長くなりますので、着席でどうぞ。 

〇住民課長（竹谷浩昌君） それでは、２款１項４目の財産管理費、この目につきまし

ては住民課以外の予算も含まれておりますので、住民課関係分についてご説明申し上げ

たいと思います。次のページをお願いいたします。この目の住民課関係の予算総額、本

年度１，２５５万円、前年比１，２００万９，０００円と大きく減となっております。

これにつきましては、町長の施政方針で述べておりますけれども、１５節工事請負費の

３段目、沼牛賃貸住宅内道路側溝改修工事、延長７３メーターで６５６万７，０００円

と１８節の公用車購入費５０６万５，０００円、これにつきましては平成１５年に購入

いたしました交通安全車の更新によるものでございます。この目についての説明は以上

であります。 

 次のページをお願いいたします。９目地域振興費、この目につきましても住民課以外

の予算も含まれておりますので、住民課関係分についてご説明いたします。住民課関係

の予算総額、本年度７７０万５，０００円、前年比９８万５，０００円の増であります。

１１節需用費、次のページをお願いいたします。特別修繕料６８万１，０００円であり

ますけれども、朱鞠内コミュニティ公園管理棟屋根塗装で２６０平米を実施するもので、

これにつきましては平成１０年に建設後初めての実施となっております。次に、１９節

負担金、補助及び交付金、一番下段になりますけれども、路線バス定期券購入助成金１

７２万７，０００円でありますが、これにつきましては本年度深川方面で２８名、名寄

方面で４名の助成金を予算計上したところであります。 

 次のページをお開きください。１２目の交通安全対策費、予算額２３４万６，０００

円、前年比５万７，０００円の減であります。１５節工事請負費、交通安全施設整備費

１００万円でありますけれども、これにつきましては道路の区画線工事で本年度も実施

することとし、予算計上したところでございます。次の１９節、下から２段目になりま
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すけれども、チャイルドシート等購入費助成金１０万円でありますが、上限２万円で５

件分の予算を計上したところでございます。 

 次のページお願いいたします。３項１目の戸籍住民登録費、予算額３６万７，０００

円、前年比３万円の増であります。この目につきましては特に説明はございません。 

 以上で２款の説明を終わりまして、次に３款の説明をいたしますので、９７ページを

お開きください。３款１項１目社会福祉総務費、このうち住民課関係分についてご説明

いたします。住民課関係の予算総額は１，８３９万２，０００円、前年比１５３万７，

０００円の増となっております。１９節負担金、補助及び交付金の中ほど、防犯灯設置

費補助金１２７万２，０００円、前年比５１万円の増となっております。これにつきま

しては、本年度４自治区に対して新規の防犯灯２基、それから更新３４基分を予算計上

しておりまして、補助率につきましては８割となっているところでございます。このペ

ージは以上で、次のページをお願いいたします。２８節繰出金、国民健康保険特別会計

繰出金１，４４８万４，０００円でありますが、これにつきましては国保会計で詳しく

ご説明いたしますけれども、概要の説明させていただきます。内訳としましては、事務

費３８６万６，０００円、保険基盤安定軽減分４４５万円、保険基盤安定支援分２５１

万円、財政安定化支援事業４５万２，０００円、出産育児一時金１４０万円、短期人間

ドック補助金１２０万円、単独事業費で６０万６，０００円の内訳となっているところ

でございます。 

 次に、１０３ページをお願いいたします。４目国民年金費、予算額１万７，０００円、

前年度同額となっております。この目につきましては特に説明はございません。 

 次に、５目医療給付費、予算額８６９万２，０００円、前年比１４６万６，０００円

の減となっております。２０節扶助費、重度心身障害者医療費３５８万８，０００円で

ありますが、これにつきましては２７年度９月までの実績をもとに予算計上したところ

でございます。前年比８５万２，０００円の減となっております。次のひとり親家庭等

医療費６０万４，０００円につきましても２７年９月までの実績をもとに予算計上して

おりまして、前年比８万４，０００円の減となっているところであります。次の乳幼児

等医療費３９２万８，０００円につきましても、２７年９月までの実績をもとに予算計

上しております。前年比４５万６，０００円の減となっているところでございます。こ

の目につきましての説明は以上であります。 

 次に、６目、下の段になりますが、後期高齢者医療費、予算額３，３２５万９，００

０円、前年比２４０万２，０００円の減であります。１９節、療養給付費負担金２，１

７４万７，０００円でありますが、前年比２３１万７，０００円の減となっております。

これにつきましては、後期高齢者への給付見込み額の１２分の１を一般会計で負担する

というもので、後期特会へ繰り出さず、広域連合へ直接負担するものでございます。次

の２８節繰出金、後期高齢者医療特別会計繰出金１，１５１万２，０００円であります

が、前年比８万５，０００円の減となっております。これにつきましては後期特会で詳
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しくご説明いたしますけれども、概要の説明をさせていただきます。内訳といたしまし

て、事務費分で２５万３，０００円、健診事業分で７４万２，０００円、後期高齢者医

療広域連合事務費分１３６万７，０００円、保険基盤安定分９１５万円の内訳となって

いるところでございます。 

 以上で３款の説明を終わらせていただきます。 

〇委員長（齋藤雅文君） 説明が終わりました。 

 ２款、３款説明終わりましたので、８１ページに戻ってください。８１ページ、８２

ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ８５ページ、８６ページです。質疑ありませんか。 

 春名委員。 

〇６番（春名久士君） 路線バス定期購入助成ということで計上されていますけれども、

たしかことしから教育委員会のほうで下宿の助成も検討されているという話があったの

ですけれども、実質現在どのような助成体系になっているのかということが１点と、そ

れから下宿の助成の部分との整合性というのですか、そこら辺はとれているのでしょう

か、そこら辺をお聞きしたいと思います。 

〇委員長（齋藤雅文君） 住民課長。 

〇住民課長（竹谷浩昌君） バス定期券の助成については、本年度は深川方面２８名、

それから名寄方面４名ということで、これは新しく卒業して高校に通われる方マックス

の数字で見ております。それぞれ予算の時点でございますけれども、進路等まだ不明確

ですので、毎年最大の人数を計上しているところでございます。ですので、教育委員会

の下宿の助成と人数をずらしているというような状況ではございません。毎年名寄と深

川方面ということでＪＲバスの定期助成を最大人数で見ているという状況でございます。 

〇委員長（齋藤雅文君） 春名委員。 

〇６番（春名久士君） 整合性というのは、要するにバス代で月どれぐらい助成をして

いるのか、そして教育委員会でどういう形か、これから説明があると思うのですけれど

も、そこら辺の例えば月１万とか２万とかという助成だとすれば、バス代を助成するの

と、それから下宿代を助成するのとの関係で、そこら辺はどういう考え方の上に立って

ということなのかなという気がしているものですから。 

〇委員長（齋藤雅文君） 町長、お願いします。 

〇町長（細川雅弘君） 細かい数字は別にして、私からお答えさせていただきます。 

 この路線バスの助成、負担軽減、それと今回の下宿代の助成も親御さんの子育てに係

る負担軽減の施策として計上させていただきました。そちらの下宿を補助するから通学

がなくなる、あるいは通学の助成があるから下宿がなくなると、そういったレベルの数

字ではないということで認識していただければと思います。 

〇委員長（齋藤雅文君） 春名委員。 
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〇６番（春名久士君） では、もう少し詳しくお聞きしたい。バス購入はどれぐらいの

助成になるのですか、何割とか、何千円とかという。 

〇委員長（齋藤雅文君） 副町長。 

〇副町長（村上 悟君） 金額の重たい、軽いの差はないかということではないかなと、

いわゆる整合性がとれていないのではないかということだというふうに思いますが、下

宿代については最近多いのは旭川の下宿が多いというふうに思っております。大体月４

万から５万ぐらい借家料がかかるということでないかなと思うのです。それの１万円を

助成しましょうと、だから月１万円、年間で１２万円ということになるのです。路線バ

スについては、これは始まったのがＪＲからＪＲバス、代替バスになったときからＪＲ

の運賃とバスの運賃との差を補填するというもので始まったのですが、途中平成１３年

だったか１４年だったか、ちょっと記憶なくなってしまいましたけれども、一律２０％

の負担をしましょうということで定期券の助成をしているところです。これが何カ月定

期を買うかで額変わってくるのですけれども、例えば一月の定期を買うと２万何がしか

かるのでしょうか、それの２０％で４，０００円ということでございます。かかる経費、

総体の経費が違うので、同じ金額ということにはなりませんけれども、今町長お話あっ

たとおり、何とか子育ての負担を軽減しようということでやっているところです。 

 以上です。 

〇委員長（齋藤雅文君） このページ、ほかに質疑ありますか。よろしいですか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ８７ページ、８８ページです。質疑ありますでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ８９ページ、９０ページ、質疑ありますか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ９７ページ、９８ページです。質疑ありますか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ９９ページ、１００ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １０３ページ、１０４ページです。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １０５ページ、１０６ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ２款、３款全般について質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、これで２款、３款の質疑を終わらせていただきま

す。 

 続きまして、４款衛生費の説明をお願いいたします。 
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 住民課長。 

〇住民課長（竹谷浩昌君） それでは、衛生費の説明ですけれども、４款１項４目、１

１１ページになります。４目診療所費のうちの住民課関係分でございますけれども、予

算額７７万３，０００円、前年比５万６，０００円の減であります。ここでは患者輸送

車、いわゆる住民バスの経費を計上しておりまして、この目についての説明は特にござ

いません。 

 次に、５目の説明いたしますので、１１５ページをお開きください。５目環境衛生費、

予算額７５７万６，０００円、前年比４７１万８，０００円の増であります。１１節需

用費の下から２段目になりますが、特別修繕料９８万７，０００円、前年比皆増となっ

ております。これにつきましては、葬斎場火葬炉の霊台車の耐火物張りかえと煙道のれ

んがの修理ということでございます。このページの説明は以上になります。 

 次のページをお願いいたします。１３節委託料の１段目、管理業務委託料２０２万８，

０００円でありますが、これにつきましては葬斎場の管理、それから火葬、霊柩車の運

転業務の委託料で、現在個人にお願いいたしまして個人委託の形で業務を行っておると

ころであります。現在の委託の方には平成２３年から５年間業務を続けていただいたと

ころでありますけれども、個人委託ということで業務的にも年中拘束され、個人への負

担も大きいことなどから、課題もあるということで委託方法について検討してまいりま

した。その結果、本年度より業者のほうへ委託することとし、前年比９４万８，０００

円の増となり、予算計上したところでございます。次に、１９節負担金、補助及び交付

金の中段、廃屋撤去促進事業補助金２５０万円でありますが、これにつきましては補助

率３分の２で、１件上限５０万円の５件分を予算計上したところであります。昨年度は

骨格予算ということで当初予算では計上しておりませんので、前年比２５０万円の皆増

となっているところでございます。 

 次に、２項１目塵芥処理費、予算額３，０６４万５，０００円、前年比２０１万２，

０００円の増であります。１１節需用費の下段、特別修繕料２１０万１，０００円であ

りますが、これにつきましては焼却炉の煙道耐火物張りかえ１０５万３，０００円、そ

れからガス化室の耐火れんが修繕で１０４万７，０００円の内訳となっております。こ

れにつきましては、焼却をとめることできないので、毎年部分的に補修を行って維持を

しているところでございます。次に、１３節委託料、次のページをお願いいたします。

上から３段目になりますが、一般廃棄物処理循環型地域計画作成業務委託料１１０万円

でありますが、これにつきましては町長の施政方針でも述べておりますけれども、現在

の一般廃棄物最終処分場の残余容量が残り６年から８年分と予測されたことから、昨年

度より次の施設の準備を進めているところでありますけれども、この施設の整備の財源

に国の交付金を予定しておりまして、そのために必要となります計画の作成業務委託料

でございます。次に、１９節、ゴミ集積所設置費補助金７２万円でありますが、これに

つきましては本年度２自治区に対しまして１基当たり上限１８万円の４基分を予算計上
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ところでございます。 

 次に、２目し尿処理費、予算額５３０万４，０００円、前年比１６２万４，０００円

の増であります。１９節負担金、補助及び交付金、北空知衛生センター組合負担金３１

０万７，０００円でありますが、これにつきましては施設建設に係る起債償還が終了し

ましたので、通常の経常経費ベースでの負担額となっております。負担額の算定につき

ましては、前年のし尿収集実績によりましてその負担率で算定しており、４．３％の負

担となっているところでございます。 

 以上で４款の説明を終わります。 

〇委員長（齋藤雅文君） 説明が終わりました。 

 １１１ページ、１１２ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １１５ページ、１１６ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １１７ページ、１１８ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １１９ページ、１２０ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ４款全般について質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） では、ないようですので、これで４款の質疑を終わらせてい

ただきます。 

 次に、８款土木費の説明をお願いいたします。 

 住民課長。 

〇住民課長（竹谷浩昌君） それでは、８款４項１目の住宅管理費、１４５ページをお

開きください。８款４項１目の住宅管理費、この目につきましても住民課関係以外の予

算も含まれておりますので、住民課関係についてご説明いたしますが、住民課分の予算

総額、本年度１，９０５万円、前年比１，１２６万５，０００円の増となっております。

これにつきましては、特別修繕料と工事請負費の増が主な要因であります。１１節需用

費の一番下段になりますが、特別修繕料３８１万３，０００円でありますが、これにつ

きましては公営住宅の屋根塗装でみずほ団地で４棟８戸、１１８万８，０００円、幌加

内団地で３棟６戸、８６万４，０００円、緑カ丘団地で６棟１２戸、１１３万４，００

０円とカタクリ団地の車庫軽量シャッターバランス調整２０戸分で６２万６，５００円

の内訳となっているところであります。シャッターのバランス調整につきましては、経

年によりましてシャッターの開閉が重く、入居者からの要望によりまして本年度実施す

ることとしたものでございます。次のページをお開きください。１５節工事請負費、公

営住宅ナナカマド屋上防水改修工事４２７万７，０００円でありますが、これにつきま
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しては屋上の防水塗装９８５平米を実施するものであります。建設１５年から初めてと

いうことになっております。次の公共賃貸住宅ノースタウンＢ棟屋上防水改修工事２７

９万８，０００円でありますが、これにつきましても防水塗装を実施するもので、５７

３平米となっているところであります。これにつきましては、平成９年建設でございま

すけれども、以前に一部部分補修しておりますが、全体的には初めての塗装ということ

になっております。この目の説明は以上になります。 

 次に、２目住宅建設費、予算額２０４万８，０００円、前年比２億４，２２８万２，

０００円の減であります。昨年度わかば団地２棟８戸の建設関係予算がございましたの

で、本年度終了したことにより大きく減となっているところでございます。２２節の移

転補償金２３９万４，０００円でありますが、これにつきましては緑カ丘団地の建てか

えに伴いまして移転の補償費で、１戸当たり１０万８，８００円の本年度２２戸分を予

算計上しているところでございます。 

 以上で８款の説明を終わらせていただきます。 

〇委員長（齋藤雅文君） 説明が終わりました。 

 １４５ページ、１４６ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １４７ページ、１４８ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ８款全般について質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ないようでございます。 

 これで８款の質疑を終わります。 

 以上で住民課所管の質疑を終わらせていただきます。 

 暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１０時５０分 

再開 午前１１時２０分 

 

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、休憩を閉じて審査を続けます。 

 ３款民生費の説明をお願いいたします。 

 保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（中河滋登君） それでは、保健福祉課所管、３款から説明を申し上げ

たいと思います。 

 ３款１項１目社会福祉総務費、本年度７，５２０万…… 

〇委員長（齋藤雅文君） 課長、説明長くなると思いますので、着席してください。 

〇保健福祉課長（中河滋登君） ７，５２０万４，０００円、比較としまして前年対比
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７５２万１，０００円の増でございます。１節から１２節まで、特に申し上げることは

ございません。１３節、福祉除雪委託料３５６万円でございますけれども、玄関、窓下

の除雪２９戸、屋根業者委託分１９戸、個人委託分１０戸を見てございます。１９節負

担金、補助及び交付金中、下から１０段ほどですが、介護人材確保支援事業補助金で４

７６万円を見てございます。これにつきましては、シングルペアレント３名分、高校生

１名分を見てございます。２７年度１０月よりスタートしておりますけれども、現在の

ところ問い合わせは４件というふうに伺ってございます。実績的に成立した件数は今の

ところございませんけれども、事業者からの声では、お子さんが小学校４年生以上ぐら

いの高学年になると転校することに抵抗感があり、実現に至らなかったケース、幌加内

高校生につきましては保護者の方が不安に感じ、１名でしたが、実現に至らなかったケ

ースなどを聞いてございます。そのほか、このページ特に申し上げることはございませ

ん。 

 次のページでございますが、２５、２８、積立金、繰出金についても特に申し上げる

ことはございませんので、２目老人福祉費、本年度１億１，７８５万６，０００円、前

年比４，９６９万８，０００円の増でございます。１節から１２節までは、特に申し上

げることはございません。１３節委託料の下段、生活管理指導短期宿泊業務委託料７０

万円ですが、診療所無床化に伴い、虚弱高齢者の対応で１週間ほど様子を見る場合、特

養の短期の居室１室を利用することで考えております。当初予算では年間１０名、１日

１万円の１週間として計上し、実績が上がってくれば町から事業者へ支払うことで考え

てございます。そのほか、このページで特に申し上げることはございませんので、１５、

工事請負費の関係で次のページをごらんいただきたいと思います。朱鞠内延寿荘、スマ

イルホームへの消火設備工事で８１７万６，０００円、町長の施政方針にもございまし

たが、消防法改正によりスプリンクラーの設置が必要となりました。各居室に約２カ所

ほど設置をしていくということで、自動火災報知機も設置する工事がこの中には含まれ

てございます。また、その下段、朱鞠内延寿荘居室改修工事ですが、公共施設の修繕計

画に基づき修繕するものでございますけれども、先ほど申しましたスプリンクラー設置

にあわせ改修、また暖房器具でＦＦ式のストーブ設置などが主な内容になってございま

す。１９節負担金、補助及び交付金ですが、下から６段目、地域密着型特養運営補助と

して９７０万円、町立病院から特養に移行する職員が７名ほどおりますけれども、その

人件費、２８年３月末の給与を３年間保障することでお約束をしておりますので、その

差額が出る職員分の１７０万円、それから先ほど申し上げました特養での短期宿泊に関

する運営補助として看護師、介護士、介護員３名分の人件費の５０％を見ることとして

８００万円を計上しているところでございます。同じく、下から２段目、地域密着型特

養居室助成金３６１万３，０００円でございますが、これも町長の施政方針にありまし

た。町立病院から特養に入所する１４名の入院患者さんが予算計上時いらっしゃいまし

たが、負担の激変緩和として１年度目の負担割合の８０％を見ることとして計上してい
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るものでございます。そのほかは特に申し上げることはございません。 

 ３目障害者福祉費、本年度５，１８２万円、前年比１４３万５，０００円の増でござ

います。１節から１３節までは、特に申し上げることはございません。１９節負担金、

補助及び交付金中、上から５段目、身体障害者スポーツ大会補助金として３０万１，０

００円を見てございますが、予定といたしまして本年８月２日、上川管内の身体障害者

スポーツ大会を幌加内高校体育館で開催予定をしております。車椅子でのトイレがない

ためにレンタルトイレの料金として２４万８，４００円、段差解消のためのスロープ製

作のために５万２，２６４円の経費を現在のところ主催団体の一つである町身障者協会

の補助金として計上してございます。次のページをごらんいただきたいと思います。２

０節扶助費の３番目、介護給付訓練等給付費で４，３７３万３，０００円、共同生活援

助、就労移行支援などのために障害がある方の生活支援、就労支援として、国５０、道

２５、町２５％の負担で計上しているものでございます。そのほか特に申し上げること

はございません。 

 ページを飛んでいただきまして、１０５ページ、１０６ページをお願いいたします。

７目保健福祉センター管理費、本年度２，７６９万５，０００円、前年比１１３万１，

０００円の減でございます。１１節需用費中、下から２段目の修繕料で１５６万４，０

００円ですが、非常用の発電機の点検修理のための点検費用として１１万４，４８０円、

それから福祉センターの中庭西側の外壁塗装工事については修繕計画に基づき、実施年

度ですので３７万８，０００円、それから平成８年オープンから一度も居室のクロス張

りかえをしていないので、今後退去した部屋から順次張りかえを行うこととして３室分

で４５万８，８８０円を計上してございます。また、その下の特別修繕６９万６，００

０円でございますが、これは保健センター内のトップライト分、いわゆる明かり取りの

窓がある廊下部分の外壁に修繕が必要となったため、特別修繕として予算を計上してい

るところでございます。あとこの目については、特に申し上げることはございません。 

 ２項１目児童福祉総務費、本年度１，５１９万２，０００円、前年比１４４万４，０

００円の減でございます。１節から次のページ、１２節まで、特に申し上げることはご

ざいません。１３節委託料ですが、地域子育て支援拠点事業運営業務委託料で４７８万

６，０００円を計上しておりますが、このセンターの専任職員２名を確保することが非

常に厳しい状況となってございます。ですので、現時点で受け入れ側の社会福祉法人と

打ち合わせしている中では、週１回の開設体制としてセンターを運営していく予定をし

てございます。ですので、事業費の財源で国、道の財政支援を受けることなく町費で賄

うことを考えておりますので、平成２８年度中に減額補正対応というようなことでご提

案をさせていただくことになろうかと思います。試算では町単費で１５０万円前後と考

えてございます。そのほか、季節保育所、学童保育所は例年どおりの運営に対して業務

委託料を計上しているところでございます。そのほか特に申し上げることはございませ

ん。 
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 ２目児童扶助費でございます。本年度４，５１３万５，０００円、前年比５７５万３，

０００円の増でございます。２０節扶助費で保育所運営費として３，０７９万３，００

０円、２７年５月から保育所に関しては全園児保育料無償化を実施してございますけれ

ども、支出につきましては平成２８年度は園児を２６名分として予算計上しており、前

年対比６０８万３，０００円の増となってございます。そのほか特に申し上げることは

ございません。 

 ３項１目災害救助費でございますけれども、この件に関しましては科目存置というこ

とでございます。 

 ３款、保健福祉課分の予算説明については以上でございます。ご審議のほどよろしく

お願いいたします。 

〇委員長（齋藤雅文君） 説明が終わりました。 

 それでは、質疑に入りますが、９７ページに戻ってください。９７ページ、９８ペー

ジ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ９９ページ、１００ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １０１ページ、１０２ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １０３ページ、１０４ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １０５ページ、１０６ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １０７ページ、１０８ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ３款全般について質疑を受けます。全般について質疑ありま

せんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） これで３款の質疑を終わります。 

 続きまして、４款衛生費に進みます。４款衛生費については、平成２８年度予算から

病院所管の予算も含まれております。ことしの審査につきましては、それぞれの所管ご

とに説明、質疑を行いたいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 異議なしと認めます。 

 それでは、そのように取り進めることにいたします。 

 それでは、初めに保健福祉課所管の４款衛生費の説明をお願いいたします。 

 保健福祉課長。 
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〇保健福祉課長（中河滋登君） それでは、４款、保健福祉課予算に関してご説明を申

し上げます。 

 ４款１項１目保健衛生総務費、本年度２，５３８万２，０００円、前年比１億２，０

１９万２，０００円の減でございます。７節賃金で臨時雇い賃金２１万５，０００円で

すが、２８年度より保健福祉課勤務の栄養士による乳幼児健診、離乳食教室などにつき

まして、栄養士が特養施設へ勤務となったために臨時栄養士の賃金１０万２，９００円

を新たに計上しているところでございます。そのほか特に申し上げることはございませ

んが、２８節繰出金で国民健康保険病院事業会計繰出金２，３０６万１，０００円とし

てございます。この部分につきましては、後ほどまた説明があるかと思いますが、病院

事業会計の４月から６月までの３カ月分を見ておりますので、前年比１億２，００１万

２，０００円の減となっているところでございます 

 次の２目予防費で本年度５８６万７，０００円、前年比１１１万７，０００円の増で

ございます。次のページをお願いいたします。１３節、各種予防接種委託料１９３万９，

０００円でございますが、北海道につきましては日本脳炎予防接種区域外指定になって

おりましたが、その解除に伴い、日本脳炎の予防接種が追加となりました。そのため、

前年比４８万６，０００円の増額となってございます。続きまして、１９節負担金、補

助及び交付金中、下段、同様に日本脳炎予防接種助成金１９万２，０００円ですが、さ

きの指定解除の関係で経過措置対象者、これが１８歳から２０歳までの方になりますが、

３２名いらっしゃいます。町が医療機関受診時に予防接種した場合の経費として５０％

を見ることとして、必要予算を計上しているところでございます。そのほかは特に申し

上げることはございません。 

 ３目健康推進費、本年度５３２万２，０００円、８０万５，０００円の増でございま

す。７節から１２節までは、特に申し上げることはございません。１３節委託料でござ

いますが、がん検診委託料で３７４万４，０００円、病院から診療所となることから、

人間ドック実施が町内でなくなります。保健福祉課といたしまして、２８年度対がん協

会へのバス送迎によるドック受診を新たに事業として行います。回数は年間３回で、６

０名の受診分を見てございます。前年比８５万２，０００円の増額となっているところ

でございます。１９節負担金、補助及び交付金で人間ドック受診助成金でございます。

前年同額でございますけれども、今までＪＡきたそらち幌加内支所組合員につきまして

はＪＡきたそらちから助成される７，０００円を要綱にあります上限額２万円から差し

引いて支給しておりましたが、助成内容をよく見ますと互助会的要素が強いため、要綱

改正をいたしまして医療保険から人間ドックに対して助成が出る場合のみ差し引くこと

といたしまして、２８年度からは先ほど申しました７，０００円の差し引きを行わず、

上限額２万円を助成することといたします。そのほか、この目では特に申し上げること

はございません。 

 ４目診療所費ですが、予算書上、先ほどありましたとおり幌加内診療所、政和診療所
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費が加わってございます。本年度予算額３億１，７０５万１，０００円、前年比２億７，

８７３万７，０００円の大幅な増額になってございます。私からは保健福祉課に関係い

たします添牛内、朱鞠内診療所及び歯科診療所に係る予算のみ説明させていただきます

が、予算規模的には本年度３，６７１万円となり、前年度３，７７７万３，０００円に

対しまして１０６万３，０００円の減額となってございます。主な内容といたしまして

は、燃料費、医薬材料費の落ち込みが主なものでございます。それでは、７節、次のペ

ージ、８節について特に申し上げることはございません。９節から１２節についても例

年どおりの予算を計上しているところでございます。１３節委託料ですが、下から５段

目、国民健康保険診療所として当初の設計監理業務委託料分でございます。２８年度工

事分の予算として２２０万５，０００円を計上しております。その下の段、電話システ

ム更新業務委託料３８７万８，０００円ですが、診療所への電話システム導入の委託料

として２３７万６，０００円、電話とファクスの共有設定の委託料として１５０万１，

２００円を計上しているところでございます。１４節については、次のページにかかり

ますけれども、特に申し上げることはございません。１５節工事請負費でございますが、

１億６，４４０万９，０００円計上してございます。２８年度の建築主体工事費で８，

０４７万４，３２４円、電気設備工事費で３，１８０万４，４５４円、機械設備工事費

で２，７１０万５，５３５円を計上しておりますが、工事最終年度ということで事業を

今精査をしておりますけれども、雪の影響などで１，０００万円ほど建築に係る部分増

額になる試算が出てきておりますので、関係の予算につきましては直近の臨時議会で計

上、説明をさせていただきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。そ

のほか診療所内の昇降機、これは小型のもので書類等を２階に上げるものでございます

が、その工事費で１２４万８，４９３円、外構、アスファルト、最終仕上げの工事を含

めた外構工事費で１，４４７万５，０２５円、診療所内のシステムのネットワーク構築

費として９３０万１９１円を計上したところでございます。１８節備品購入費では、歯

科診療所の備品購入費として２８６万２，０００円、これにつきましてはレセプト作成

のシステムが耐用年数を過ぎましたので、入れかえ時期となったため必要な経費を計上

しているところでございます。国民健康保険診療所として当初見ています備品購入費３，

３６４万１，０００円でございますけれども、医療備品購入費で１，４５３万３，７６

６円、事務備品購入費で１，５１５万８，２８４円、診療所待合室窓などに大型ロール

スクリーン７本、そのほかロールスクリーン１０本購入のために３９４万８，２４２円

を計上しているところでございます。そのほか１９節、２７節については、特に申し上

げることはございません。 

 以上で保健福祉課関係の４款の予算の説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願

いいたします。 

〇委員長（齋藤雅文君） 説明が終わりました。 

 それでは、１０９ページに戻ってください。１０９ページ、１１０ページについて質
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疑ありませんか。 

 中川委員。 

〇３番（中川秀雄君） １１０ページの１９節負担金、補助及び交付金の関係で、下か

ら２番目に妊婦健診事業助成金が１，０００円の科目存置になっているのですけれども、

これはどういうことになるのですか。 

〇委員長（齋藤雅文君） 保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（中河滋登君） 妊婦健診事業助成金につきましては、この１，０００

円につきましての内容は道内で里帰りをしてこちらで出産して妊婦健診を受けるという、

そういったケースのときに対応するというような予算で計上しておりますので、今のと

ころ対象者がいないので、１，０００円ということで科目存置的な予算としてご理解を

いただきたいというふうに思います。 

〇委員長（齋藤雅文君） 中川委員。 

〇３番（中川秀雄君） 実際にその事業の適用を受ける方が出てきた時点で補正して、

事業は実施するという理解でいいのですか。 

〇委員長（齋藤雅文君） 保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（中河滋登君） 先ほど答弁のときに気づきませんで、申しわけござい

ませんでした。 

 今言われるとおりでございまして、対象者が出てきた場合に補正対応いたしたいとい

うふうに考えております。去年も同様な予算計上しておりますので、ご理解のほどよろ

しくお願いいたします。 

〇委員長（齋藤雅文君） ほかにこのページ質疑ありませんか。１０９ページ、１１０

ページです。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １１１ページ、１１２ページ、質疑ありませんか。 

 中川委員。 

〇３番（中川秀雄君） ４目診療所費はいいのだったかい、病院でなくて。 

（何事か言う者あり） 

〇３番（中川秀雄君） 特に賃金の関係なのですけれども、今保健福祉課でいいですか。 

（「はい」の声あり） 

〇３番（中川秀雄君） 以前の説明の中で、病院の体制については医師１人、看護師２

人、そのほか１０名体制でしたか、ということでスタートするということでした。多分

ここに出てくる賃金のそれぞれの計上というのはその枠外だと思うのです。ちょっと記

憶定かでないですけれども、特に看護師の賃金についてですけれども、当然診療所内で

は２人の職員として正職として採用されているはず。ほかに２人が今計上されているわ

けですけれども、主に何を担う部署なのでしょうか、部署というか、何を担う看護師さ

んなのでしょうか。 
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〇委員長（齋藤雅文君） 保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（中河滋登君） 賃金の関係でございますが、保健福祉課所管は茂尻出

張所の清掃の臨時清掃員の賃金、それから朱鞠内診療所及び添牛内診療所の清掃の賃金

を見ておりますので、後ほど病院の事務長からの説明のときにご質問いただければと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

〇３番（中川秀雄君） さっき確認したのだよ、いいですかと。 

〇委員長（齋藤雅文君） わかりました。それでは、それは病院のときにお願いします。 

 ほかにありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １１３ページ、１１４ページ、質疑ありませんか。 

 中村委員。 

〇２番（中村雅義君） ちょっと教えてほしいのですけれども、委託料で管理業務委託

料で１，４００万円見てあるのですが、これはどこどこの部分なのでしょうか。 

〇委員長（齋藤雅文君） 保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（中河滋登君） この件につきましてもことしの予算でないのですけれ

ども、病院…… 

（何事か言う者あり） 

〇保健福祉課長（中河滋登君） 済みません。管理業務委託料の１，４０９万２，００

０円ですね、歯科診療所の委託料でございました。歯科診療所の診療報酬の関係で手数

料を含んで１，３７０万３，０００円ということで、歯科診療所分ということでご理解

いただければと思います。 

 大変申しわけございませんでした。 

〇委員長（齋藤雅文君） ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １１５ページ、１１６ページ、質疑ありませんか。 

 中川委員。 

〇３番（中川秀雄君） 質問というより確認なのですけれども、工事請負費の関係です。

それで、今年度については１億６，４００万円ほどと先ほど説明あったのですけれども、

過年度分について本体工事あるいは外構工事についての、おおよそでも結構なのですけ

れども、教えていただければ幸いなのですが。 

〇委員長（齋藤雅文君） 保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（中河滋登君） ２７年度分でございますけれども、工事に関しまして

は５月補正の肉づけ予算で建築工事につきまして１億３，００２万６，１３３円、それ

から電気設備工事で５，１３８万７，９４５円、機械設備で４，３７９万６，１６５円、

昇降機につきましては２７年分で２０１万７，２４８円、外構工事につきましては２，

３３８万７，９７７円、ネットワーク構築の備品等購入費を含めて１，５０２万６，７
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５５円ということで補正で計上してきてございます。 

 以上でよろしいでしょうか。 

〇委員長（齋藤雅文君） 中川委員。 

〇３番（中川秀雄君） 合わせると幾らになるのですか。 

〇委員長（齋藤雅文君） 保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（中河滋登君） 合計いたしまして総事業費で４億３，００５万５４６

円ということで、総事業費の予算としては考えてございます。 

 以上です。 

〇委員長（齋藤雅文君） ほかに質疑ありませんか。１１５、１１６ページです。 

 中村委員。 

〇２番（中村雅義君） 今の合計は、今年度も入れての合計なのですか、それとも２７

年度が４億３，０００万何がしということ。 

〇委員長（齋藤雅文君） 保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（中河滋登君） ４億３，０００万円は、２７年度の工事と２８年度の

本年度の予算を合わせた経費ということでご理解いただきたいと思います。よろしくお

願いします。 

〇委員長（齋藤雅文君） ほかにありますか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ないようでございます。 

 それでは、続きまして病院及び診療所所管の４款衛生費の説明をお願いいたします。 

 病院事務長。 

〇病院事務長（蔵前裕幸君） それでは、４款１項４目診療所費のうち、町立幌加内診

療所、政和診療所に係る予算についてご説明をさせていただきたいと思います。 

 ４目、本年度３億１，７０５万１，０００円のうち、幌加内診療所、政和診療所に係

る総体予算といたしましては７，５４１万２，０００円となっているところでございま

す。では、詳細についてご説明させていただきます。７節賃金１，３２１万７，０００

円のうち、１，２９３万５，０００円となります。この節の２行目、管理人賃金から一

番下の行、臨時技術職員賃金までとなります。管理人賃金については、政和診療所の管

理人です。臨時医師賃金で計上させていただいておりますけれども、常勤医師の休暇分

を確保させていただいております。臨時看護師賃金につきましては、パートを含み計５

名の人件費を計上いたしております。いずれも時給となっています。臨時事務員につき

ましては医事対応として１名、臨時技術職員賃金については常勤の薬剤師、エックス線

技士、それぞれ１名分であります。８節報償費は２４０万５，０００円の計上です。次

のページをお開きいただきたいと思います。 

〇委員長（齋藤雅文君） 事務長、長くなりますから、説明は座ってください。 

〇病院事務長（蔵前裕幸君） ありがとうございます。それでは、座って説明させてい
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ただきたいと思います。 

 講師謝礼７万５，０００円につきましては、院内で行われる研修の講師謝礼分を計上

させていただいているところでございます。臨時職員年末報償金につきましては、７節

で説明いたしました臨時職員に係る年末報償費を計上させていただいているところでご

ざいます。９節旅費１２０万円のうち、１０７万円となります。普通旅費が４７万２，

０００円のうち、３１万１，０００円の計上です。特別旅費につきましては７２万８，

０００円で、医師、看護師等の研修旅費を予算計上させていただいているところでござ

います。１０節交際費２５万円につきましては、町立病院で持っていました院長交際費

をそのまま１年間分ということで診療所長交際費として予算計上させていただいている

ところでございます。１１節需用費５，７５１万４，０００円のうち、４，６６１万５，

０００円となります。ガス料を除く全ての項目について診療所費として予算計上させて

いただいているところでございます。１１節の一番下の行です。医薬材料費４，７３１

万６，０００円の計上につきましては、内訳は薬品費が３，６７２万円、診療材料費３

９９万６，０００円を計上させていただいているところでございます。１２節役務費６

１万３，０００円のうち、２６万２，０００円となります。電話料、パソコン通信料、

審査支払手数料、診療所賠償責任保険料、洗濯料を計上しているところでございます。

詳細につきましては省略をさせていただきたいと思います。１３節委託料３，０６８万

７，０００円のうち、８３６万５，０００円となります。パソコン保守点検業務委託料、

管理業務委託料、除雪業務委託料、清掃業務委託料、電気保安業務委託料、エックス線

漏えい測定業務委託料、臨床検査業務委託料、感染性廃棄物処理業務委託料、２行飛び

まして産業廃棄物処理業務委託料、２行飛びましてエックス線デジタル装置保守点検業

務委託料、医療ガス設備点検業務委託料、健康ダイヤル業務委託料となります。最後に

申し上げました健康ダイヤル業務委託料でございますが、何度かご説明をさせていただ

いているところでございますけれども、町民からの健康相談や医療相談を３６５日２４

時間受け付け、専門のスタッフが各種相談に応じる電話サービスを業務委託し、４月１

日から開始を予定しているところでございます。１４節使用料及び賃借料２７５万５，

０００円のうち、１８１万円となります。次のページをお開きいただきたいと思います。

車借り上げ料、コピー複合機借り上げ料、パソコン借り上げ料、３行飛びまして眼底カ

メラ借り上げ料、生化学分析装置借り上げ料、テレビ視聴料が診療所に係る経費となり

ます。そのうち一番上の車借り上げ料１２万円の予算計上ですが、まだ詳細については

詰め切れておりませんけれども、町立診療所を受診される患者さんの足の確保と考えて

いるところでございます。診療所開設前までにはそれぞれ詰めたいと考えておりますの

で、ご理解をいただきたいと思います。１５節は説明はありません。１８節備品購入費

３，７０９万８，０００円のうち、５２万５，０００円となります。一番下の行の図書

購入費５２万５，０００円の計上でございます。説明については特にありません。１９

節負担金、補助及び交付金６７８万３，０００円のうち、１１７万５，０００円となり
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ます。上から２行目、自治体病院開設者協議会負担金と下から２行目、歯科診療所運営

費助成金を除く全ての項目となります。特に具体的には説明はございませんけれども、

病院事業で見ていた負担金、補助及び交付金をこちらに予算計上させていただいている

ところでございますので、ご理解を賜りたいと思います。 

 以上、町立幌加内診療所及び政和診療所に係る一般会計歳出予算の説明を終わります。

ご審議のほどよろしくお願いします。 

〇委員長（齋藤雅文君） １２時にかかりましたけれども、このまま延長して終わらせ

ていただきます。よろしくお願いいたします。 

 それでは、説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。１１１ページ、１１２ページ、質疑ありませんか。 

 中川委員。 

〇３番（中川秀雄君） 先ほどの質問なのですけれども、今の説明ではパートも含めて

５名分ということですけれども、それでここで計上されている看護師さんたちは大体ど

ういう業務を担うのかということなのです。 

〇委員長（齋藤雅文君） 病院事務長。 

〇病院事務長（蔵前裕幸君） お答えをいたしたいと思います。 

 正職員２名の看護師いるのですけれども、当初それで足りるということではあったの

でしょうけれども、本人の年次有給休暇、忌引休暇等をとられた場合１名ではとてもま

わり切れませんので、一応１名の臨時の常勤の看護師を確保しているところでございま

す。そのほか北部診療に係る看護師さん２名を確保しています。これもパートでござい

ます。それと、業務委託をする検診等に同行する看護師１名も確保して、合わせて５名

分を確保しているところでございます。 

〇委員長（齋藤雅文君） 中川委員。 

〇３番（中川秀雄君） 少なくとも２名分については常勤体制で、フルタイムになるの

かどうかわかりませんけれども、正職で雇っている２名とは別に、ややフルタイムに近

い形で臨時として雇用するということの理解でよろしいのですか。 

〇委員長（齋藤雅文君） 病院事務長。 

〇病院事務長（蔵前裕幸君） 済みません、言葉が足りませんでした。 

 フルタイムと考えている職員につきましては、今現在１名と考えているところでござ

います。ほかについては、４名については一応パートタイムということで考えていると

ころございます。 

〇委員長（齋藤雅文君） ほかにこのページ質疑ありませんか。 

 中川委員。 

〇３番（中川秀雄君） 今のとおりなのですけれども、ちょっと一般質問の内容ともか

かわるのですが、ほぼフルタイム、それで２名については２名の職員では基本的に診療

所業務として足りないということで、ややフルタイムですから臨時ではないですよね。
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当初の出発から２人だけの看護師体制では間に合わないということありながら、こうい

う体制をとるというのは理解に正直苦しむところはあるのです。それで、できれば臨時

の枠というのは減らすようにすべきではないかというのはずっと私も言ってきたことだ

し、一回決まったら、やっぱりそれをもとに戻すというのは大変なことだと思うのです。

それで、今聞くところによると診療所の業務以外に特別な業務はないみたいですので、

朱鞠内やそっちのほうは別ですよ、少なくとも１名分についてはここで臨時措置とると

いうこと自体が余り適切とは言えないようには気がするのですけれども、見解お伺いし

たいと思います。 

〇委員長（齋藤雅文君） 町長。 

〇町長（細川雅弘君） 明確なお答えになるかどうか。今事務長言われたフルタイムは、

１人は通年という意味ではない。交代しながら…… 

（「１人は通年です」の声あり） 

（「退職者」の声あり） 

〇町長（細川雅弘君） お一人は、退職者がそのまま移行するというような格好です。

それで、今現在の外来機能はそのまま保持をするということで予算編成を組ませていた

だいて、この臨時さんについては正職の補完、それと検診の部分、それと北部診療、こ

れをそのまま維持するために計上させていただいたということで、先ほど言われた臨時

なり正職の格差とか、そういった問題はここには私は存在はしていないというふうに理

解をしているところです。 

 以上です。 

〇委員長（齋藤雅文君） 中川委員。 

〇３番（中川秀雄君） 経過を見るために予備のためにとってある枠ではないですよね、

先ほどの説明聞けば。もちろん今までのように入院病棟はなくなりますし、外来対象と

北部のほうの診療所の看護師の体制を補完するということなのでしょうけれども、診療

所に移行して様子を見ないとわからないということではなくて、いってみればその看護

師さんの業務というのは最初から、最初からというよりずっと長いことそのまま続くわ

けですよね、様子見ではないですよね。予備のためにとっているという解釈ではないと

思うのですよ、僕の解釈からいえば。それで、最初からそれを臨時枠でとるのはどうな

のかということなのです。 

〇委員長（齋藤雅文君） 町長、お願いします。 

〇町長（細川雅弘君） この辺については、病院の再編、そして今回非常に重たい決断

ということで職員の分限免職、こういったものが絡んできています。診療所に移行した

ときにどれだけの医療スタッフが必要だと、そういったときに詰めた形で、外来の看護

師については２名ということであります。今言われた常勤というのは、ちょうど定年退

職を迎えて、いわゆる再雇用みたいな再任用的なスタッフであります。その方について

は、看護の部分と、あと薬剤の部分、そういった形で両方補完できるようなスタッフで



 - 37 - 

ございまして、通年雇用はするのですけれども、正職としては当初再編の中ではあらか

じめ見ていなかったと、臨時の通年で入っていただくということで昨年来から進めてい

た、そういったことでございます。 

 以上です。 

〇委員長（齋藤雅文君） ほかにこのページありますか。 

 春名委員。 

〇６番（春名久士君） さっきから聞いていたのですけれども、病院というのは幌加内

の住民の命を守るわけですよね。それが正職だろうが臨時だろうが、それはどこがどう

なのかわからないですけれども、ただ少なくとも町民の命を守る中でスタッフというの

はそれなりにきちんとした形で仕事をしてもらわなければならないわけですから、臨時

か正職か、どういう待遇の違いかはわかりませんけれども、ここはそれなりの賃金を払

って、そして町民から信頼されるような職員、特に看護師なんていうのはそういう部分

だと思いますので、多少それは病院経営、診療所経営の中で経費を削減しなければなら

ぬということは、これはわかるわけですけれども、町民の負託に応えるためにそこら辺

は赤字を覚悟でもやらなければならないと、町民の負託に応えるような組織運営あるい

は仕事の内容にしていかなければならぬという、そういう使命があると思うのです。そ

れが臨時で対応できないのかといったら、そこら辺はわかりませんけれども、少なくと

も町民の負託に応えられるような、そういうシステムなりスタッフなり、あるいはその

ための賃金体系なりということは必要なのではないかと。多少赤字になったとしても、

それは行政として大きな役目を全うしていかなければならぬのではないかなと、僕はそ

う思います。 

〇委員長（齋藤雅文君） 町長。 

〇町長（細川雅弘君） お答えになるかどうか。私も全く同じ考えであります。その結

果、こういう予算、仕組みづくりで提案させていただいているところでございますけれ

ども、人材確保については今言われた看護職ばかりでなく、今回介護職でも出させてい

ただいています。あるいは、今保育士の関係もなかなか集まらないということで相談を

受けているところでございます。こういった人材確保につきましては、さきの議会で小

関議員さんからもいろいろ業種ふやしたらいいのでないかというようなご質問を受けて

おります。そういった形で、今言われたご意見は真摯に受けとめまして、町全体の人材

確保という観点からこれは随時検討していきたいというふうに思っておりますので、ご

理解をお願いします。 

〇委員長（齋藤雅文君） そのような形で検討していただくということで、よろしくお

願いをいたします。 

 それでは、このページほかにありませんね。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １１３ページ、１１４ページ、質疑ありますか。 
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 小関委員。 

〇５番（小関和明君） １３節委託料で一番最後の健康ダイヤル業務委託、この内容が

わかれば。業務を委託するということ、さきの話では直営的な職員を設置するような話

も聞こえたような気がしていたのですけれども、この業務というのはどこまでを業務委

託ということで考えているのか、ちょっとお話しください。 

〇委員長（齋藤雅文君） 病院事務長。 

〇病院事務長（蔵前裕幸君） お答えいたします。保健福祉課長のほうが詳しいので、

保健福祉課長かもしれないですけれども、町立診療所の分なので、私からお答えをさせ

ていただきたいと思います。 

 説明いたしましたとおり、町民の方限定の専用ダイヤルになっています。そこにかけ

ますと交換手につながるのですけれども、そこの交換手が専門職、看護師、保健師、状

況によっては医師が対応してくれるような、その電話を受けていただける業務を健康ダ

イヤル２４時ということで業務を委託をするところでございます。この金額については、

年契約となっているところでございます。町民の方がそこの専用ダイヤルに電話すると

専門のスタッフ、医療系のスタッフが対応して、各種健康相談や医療に係る心配事など

に丁寧に対応していただけるような業務委託というふうにお聞きしているところでござ

います。 

 説明は以上です。 

〇委員長（齋藤雅文君） ほかにこのページ質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １１５ページ、１１６ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ４款全般について質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ないようでございます。 

 それでは、４款の質疑全体を終わらせていただきます。どうも大変ご苦労さまでござ

いました。 

 暫時休憩いたします。 

 

休憩 午後 ０時１８分 

再開 午後 １時２９分 

 

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、休憩を閉じまして午後からの審査を続けます。 

 これから産業課所管、２款総務費、５款労働費、６款農林水産業費、７款商工費を一

括して審査を行います。 

 説明を願います。 
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 産業課長。 

〇産業課長（村上雅之君） それでは、産業課所管の…… 

〇委員長（齋藤雅文君） 課長、長くなると思いますので、座って説明をお願いします。 

〇産業課長（村上雅之君） では、座らせていただきます。 

 まず、８１、８２ページをお開きください。総務財産管理費です。１１、需用費の消

耗品及び燃料費、この中において産業課化所管はアベニールに係る今年度はタイヤ購入、

全体で約３４万円ほどになりますが、それがこの中に含まれております。それ以外特に

このページで説明するところはございません。 

 次のページ、８３、８４ページをお開きください。町有林造成費になります。１節か

ら１１節まで、特に説明するところはございません。１２節役務費、この部分につきま

しては、森林の保険料４５万８，０００円でありますけれども、この保険料につきまし

ては５年分を毎回保険料を掛けておりますが、今年度につきましては３７．９４ヘクタ

ール分ということで、昨年度よりも３２万５，０００円増額となっております。その下、

９目の地域振興費のところなのですが、この部分については昨年までは地域おこし協力

隊に係る経費を産業課の経費ということでこの部分で見ておりましたが、２８年度にお

きましては地域おこし協力隊がおりませんので皆減になっておりますので、つけ加えさ

せていただきます。 

 次に、１２１ページ、１２２ページをお開きください。労働関係費になります。この

款につきましては特に説明することはございません。 

 １枚めくっていただきまして、１２３ページ、１２４ページになります。１目農業委

員会費になります。７節賃金、この部分につきましては各補助事業における臨時雇いの

賃金の配分増による増額、対前年比で１１万３，０００円ほど多くなっております。そ

の他の部分については特に申し上げることはございません。 

 その下、２目農業総務費、この部分につきましては特に申し上げることはございませ

ん。 

 めくっていただきまして、１２５ページ、１２６ページになります。農業振興費にな

ります。７節から１１節までは、特に申し上げることはございません。１３節にありま

す委託料でありますが、継続事業の農業振興地域整備計画作成業務委託料で６６万９，

０００円の減となっております。この部分につきましては、３カ年で事業を行うという

ことで、２８年度、最終年度ということで３３３万８，０００円を計上しております。

次に、１９節負担金、補助及び交付金の部分ですけれども、見ていただきまして、下か

ら４段目、環境保全型農業直接支払交付金、この部分につきましては対前年比で４，６

２８万５，０００円の増額となっております。それから、その３つ上の中山間地域等直

接払補助金、この部分につきましては２７年度より第４期対策となっております。本町

におきましては、幌加内地域１本で申請を上げており、対前年度は、前年度は補正で対

応したこともありまして、当初予算的には５４５万２，０００円皆増という形になって
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おります。それから、その下の農業振興奨励補助金でありますけれども、この部分につ

きましても２７年度当初はなくて、補正により対応させていただいておりますけれども、

今年度は例年どおり２，４００万円を当初予算から計上させていただいております。そ

れから、下から３段目の多面的機能支払補助金、この部分につきましては昨年までは交

付金という形でなっておりましたが、今年度から補助金ということに変更になっており

ます。 

 ご指摘等最初にありました中山間直接払補助金、それから環境保全型農業直接支払補

助金、多面的機能支払補助金の中身につきましては、担当者のほうから説明させてまい

りますので、よろしくお願いいたします。 

〇委員長（齋藤雅文君） 係長。 

〇産業課農政係長（伊藤宗徳君） 私のほうから各種補助制度につきましてご説明させ

ていただきたいと思います。 

 お配りしましたパンフレットでございます。Ａ４縦のもので日本型直接支払制度とい

うパンフレット。もう一つは、Ａ４判横の平成２５年と２８年の補助の対比の表となっ

てございます。もう一点は、多面的機能支払の概要ということで２枚物をお配りさせて

いただいておりますので、これについてご説明させていただきたいと思います。 

〇委員長（齋藤雅文君） 係長、座って説明してください。 

〇産業課農政係長（伊藤宗徳君） まず、日本型直接支払制度のパンフレットでござい

ます。日本型直接支払制度の上にちっちゃく、平成２７年度から法律に基づく制度にな

りますということで、今まで中山間等直接支払、環境保全型農業、農地・水という事業

それぞれありましたが、そちらにつきましては今まで国の制度で予算の中で行っており

ましたが、平成２７年度から農業の有する機能、多面的機能の発揮の促進に関する法律

というものが平成２７年４月から施行されてございます。この法律は、農業の有する多

面的機能の維持、発揮のための地域の共同活動や営農活動に対し、国、都道府県及び市

町村が支援を行うものでございます。また、中山間等直接支払、多面的機能支払、環境

保全型農業直接支払、こちらの３つをともに日本型直接支払制度として、この法律に基

づいて実施されるということが昨年の４月から決まりました。 

 まず、パンフレットの多面的機能支払につきましてご説明させていただきます。多面

的機能支払の概要というところ、２枚物を見ていただきたいと思うのですけれども、１

ページ目の左側です。平成２５年度までは農地・水管理支払交付金としてこの補助が行

われておりましたが、平成２６年度からは多面的機能支払交付金ということで名称が変

わってございます。主にこの変更に伴って変わったものが右側の２６年度からというと

ころの上なのですけれども、農地維持支払交付金というものが新たに創設されました。

こちらにつきましては、農地、水路、農道等の地域資源の保全活動ということで、主に

のり面の草刈り、水路の泥上げ、農道等の維持ということになってございます。また、

農地・水から名称が変更になったものは、下にあります資源向上支払交付金ということ
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で、こちらは２５年度まで行っておりました農地・水と同じように、水路、農道等の軽

微な補修等、これに対する補助でございます。なお、パンフレットの裏に各種事業の交

付単価載ってございます。ただ、多面的機能支払の交付単価につきまして、こちらにつ

いては都府県の交付単価となってございますので、北海道につきましては、先ほど多面

的支払の概要でご説明させていただいた表の右側に北海道の単価、また裏の面に大きく

北海道の単価ということで、北海道に関しては都府県よりも単価が低くなってございま

す。こちら２６年度につきましては制度の中で行っておりましたが、平成２７年度から

は先ほど申しました法律に伴い、行ってございます。 

 続きまして、パンフレットの２段目でございます。中山間等直接支払でございます。

こちらにつきましては、１期５年ということで、昨年２７年度からは第４期対策として

新しく５年間の取り組みを行うものでございます。先ほどのＡ４の横の２５、２８の対

比でございます。本年の予算、対比が２５年度で申しわけございませんけれども、一番

下に多面的直接支払ということで今回平成２８年の予算の内訳記載させてございます。

この中で農地維持につきましては、先ほど説明しました２６年度から新たに創設された

維持活動の部分でございます。下の（新規）の資源向上と同じく（継続）の資源向上と

いうことでなってございます。取り組み内容は同じなのですけれども、交付単価が若干

継続のほうが低くなってございます。この理由につきまして、継続につきましては農地

・水のときから取り組みを行っていて、この取り組みを５年以上継続した場合には、先

ほどの北海道の単価の７５％の単価になるということなので、２６年度前から農地・水

で取り組んでいた地域があるということで、こちらの単価になってございます。また、

新規につきましては、２６年度から新たに取り組みを行った地域ということになってご

ざいます。２５年の農地・水に比べましたら使いやすいということで、参加者１４０名、

面積にしまして４１万８，７８３アールということで、補助金の額も７，５００万弱と

いうことになってございます。また、これら３つの補助金につきましては、財源としま

して国のほうで２分の１、道と町でそれぞれ４分の１ということで、右側のほうには財

源の内訳を記載させていただいてございます。なお、一番右の差額につきましては、町

費の２５％、これを平成２５年度と２８年度の予算と対比で出させていただいてござい

ます。 

 続きまして、中山間等直接支払制度でございます。先ほどお話ししました第３期対策

が２２年から２６年度で一つの区切りを迎えまして、昨年度２７年度からは新しく４期

対策として始まりました。今回の予算に計上させていただきました額につきましては、

かなりの減額ということになってございます。減額の内訳としましては、中山間等の直

接支払、こちらにつきまして本町におきましては田んぼでありましたが、田んぼの要件

を見直し、国の要件に合致しているかどうかということで再度現地を確認させていただ

きまして、各集落の代表と確認した結果、田んぼとして対象となる農地が厳密に言うと

余りなく、減ってしまったということでございます。なお、平成２６年度までの中山間
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の集落の協定につきましては９集落ございましたが、２７年度からの４期対策につきま

しては３集落ということで、この３集落を一つの組織としまして２７年度、第４期対策

進めております。中山間等の中身につきましては、制度自体変わりはございません。生

産条件の不利な中山間地域等において集落等を対象に農地を維持、管理していくため協

定を締結し、それに従って農業生産等を行う場合に交付されるということになってござ

います。交付単価につきましては、パンフレットの裏でございます。なお、本町につき

まして田んぼのみとなっておりますが、田んぼの急傾斜と緩傾斜とありますが、本町に

おいては全て緩傾斜ということで、反８，０００円の交付単価で交付されているという

ことでございます。なお、畑につきましては、緩傾斜８度以上とありますが、本町の場

合畑で８度以上の農地はないということで、ご理解願いたいと思います。それに伴いま

して、また対比表になります。真ん中になります。中山間等直接支払ということで、平

成２５年は田んぼと草地一部ありましたけれども、そこが２８年は田んぼのみというこ

とで、参加者は２８年の２０人、括弧書き１７人と書いてございます。中山間等直接支

払交付金につきましては、農地の出し手というか、農地を持っている方に直接交付金を

個人払いとして支払ってもいいという制度でございますが、所得の要件がございまして、

札幌市の３年間の平均所得よりも低い方に対して交付していいと、それを超えた場合は

個人には交付はできないという制度になってございまして、２８年の予定でございます

が、２０人の中で（１７人）、これ２７年の実績です。農地持っていて参加している方

が２０人で、そのうち個人払い対象となられた方が１７人ということで、３名の方につ

きましては所得がオーバーで対象となってございません。なお、この対象にならなかっ

た人のほかにつきましては、翌年に繰り越しまして、また集落の中で使い道、多面的で

はできないような維持補修とか、そういうものに充てて使いたいというふうに考えてご

ざいます。なお、中山間につきましては、農地を持っていなくてもその集落の方が一緒

に協定の中に入れるということで、総勢としまして第４期対策は約６０人の方が協定の

ほうに参加して行っているということでございます。右側、単価８，０００円、変わり

ません。面積につきましては、先ほど田んぼの現地を確認し、厳密に行って減ってしま

ったということで６，８１５アールということで、補助金の金額につきましては大幅な

減額というふうになってございます。財源の内訳につきましては、お目通し願いたいと

思います。 

 最後に、パンフレットに書いてあります下です。環境保全型農業直接支払ということ

でございます。これも以前からありました補助制度でございますが、これも法律に基づ

いて２７年度から取り組みが行われております。目的としましては、化学肥料、化学合

成農薬の５割低減の取り組みをセットで行う営農者ということで、こちら緑肥の作付８，

０００円、堆肥の施用４，４００円等書いてございますが、パンフレットの裏の下にな

ります。環境保全型農業直接支払ということで、全国共通取り組み、緑肥の作付、堆肥

の施用、有機農業、また地域特認取り組みとしまして、北海道においては水田のフェロ
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モントラップ、こちらにつきまして対象になっているということでございます。 

 制度の中身は以上ですが、予算につきまして先ほどのＡ４の対比ごらんください。平

成２５年度から比べまして平成２８年度では面積も大幅に上がっており、補助金につき

ましても２７年実績が２，８８０万弱でしたが、本年度におきましては６，９００万円

ということで倍以上になってございます。主な増加の理由につきましては、緑肥の作付

ということでカバークロップ、本町ではアカクローバーでございます。こちらにつきま

して昨年からアカクローバーの取り組みが多く、取り組まれる方がいらっしゃいまして、

面積が大幅に上がっており、補助金のほうも大幅に上がってございます。なお、カバー

クロップのアカクローバーにつきましては、基本的には春にアカクローバーを播種して、

翌年の春にすき込むということで、一応２カ年のまたぎの取り組みということでなって

ございます。２７年の春にアカクローバーを播種して、ことしの春にすき込んだ場合、

その取り組んだものに対して２８年度交付されると。なお、春に播種して秋にすき込ん

だ場合は、単年の取り組みということでその年に、取り組みを行ったその年に、すき込

んだ年に交付されるという制度になってございます。本町におかれましては、昨年の春

に播種を行った方が大勢いまして、ほとんどの方がまたぎの取り組みということですの

で、去年の実績から見ると２８年度の予定が大幅になっているということでございます。

なお、ご承知かと思いますか、この環境保全型農業につきましては道の定めるエコファ

ーマーの認定、この認定をとらなければ、この取り組みには参加できないということに

なってございますので、当然昨年からふえた方につきましては全員昨年中に道のほうの

エコファーマーの認定は皆さん受けられているということになってございます。 

 私のほうからは以上でございます。 

〇委員長（齋藤雅文君） 産業課長。 

〇産業課長（村上雅之君） 引き続き、１２６ページをごらんいただきたいと思います。

２５節積立金の部分で農業振興基金の２号の基金積立金５７万２，０００円であります

が、対前年比で１６４万９，０００円の減額となっております。これにつきましては、

そばの牙城のほか、低温倉庫等、起債償還の交付税算入以外をＪＡのほうから負担いた

だくという形のものなのですけれども、これにつきまして以前まではＪＡからいただい

たお金を一応歳入で見込んで、それを基金に積み立てて、後において取り崩すこととし

ておりましたけれども、昨年よりいただいたお金をそもそも歳入のところで相殺した形

で取り組む形に変えましたので、その部分で支出が減額になっているということであり

ます。 

 次に、４目農地保有合理化事業費につきましてですが、ここについては特に申し上げ

ることはございません。 

 次の５目地力維持増進施設運営費でありますけれども、この部分については次のペー

ジ、１２８ページになりますが、１１節需用費のところで消耗品費でダンプ、タイヤシ

ョベルのタイヤの購入、これが１１６万２，０００円ということで、昨年よりも７３万
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９，０００円ほど増になっております。 

 次に、６目農業技術センター費であります。この部分、７節賃金なのですけれども、

臨時の賃金の単価アップにより増額になっております。８節、９節、１１節については、

特に説明はございません。１２節も特にありません。めくっていただきまして、１２９、

１３０ページです。１３節委託料も特に説明ありません。１８節備品購入費なのですが、

２８年度においては冷蔵庫、それから手動の噴霧器等を買う予定で予算を計上させてい

ただきました。１９節、２７節については、特に説明はございません。 

 次に、農業担い手対策費でありますけれども、これにつきましては１９節、農業後継

者交流会補助金３０万円ですが、これにつきましては一般質問等の答弁でも答えさせて

いただきましたが、ＪＡきたそらち等の交流会等に参加する者に対する補助金を復活さ

せたものであります。 

 次の、経営所得安定対策費になります。この部分につきましては、特に例年と変わっ

ているところはございませんので、特に説明はございません。 

 次に、畜産費でございますが、ここも特に説明はございません。 

 めくっていただきまして、１３１、１３２ページになります。農業金融対策費であり

ますが、減の要因につきましては１９節負担金、補助及び交付金の農業振興資金利子補

給補助金で減となったところによります。 

 次に、１１目農業活性化センター運営費でありますが、１１節、ここで電気料及び燃

料費で減額となっております。これにつきましては、過去３カ年の実績により、かかる

見込みを計上しておりますので、昨年度等が少なかったということで減額になっており

ます。 

 次に、一番下になります。土地改良施設維持管理費ですけれども、この部分につきま

しては、このページは特にございません。次、めくっていただきまして、１３４ページ

になりますけれども、農業用水利施設、この部分で雨煙内ダムの管理業務委託料の減が

減額の主な理由であります。 

 次に、１３目土地改良事業費、この部分につきましては昨年度につきましては中部と

西部地域が補正で取り組んでおりまして、本年度につきましてはその分がプラスになっ

ているということです。それ以外は特に説明するところはございません。 

 次に、林業費になります。林業費、この部分では１９節負担金、補助及び交付金の部

分で未来につなぐ森づくり推進事業補助金でありますけれども、この部分が今年度３２．

７ヘクタールということで８７万５，０００円ということで、この部分が増額になって

おります。あとは特に説明はございません。 

 次の水産業費になります。次のページをお開きください。１９節負担金、補助及び交

付金なのですけれども、この部分につきましては、ふ化放流事業につきまして昨年度は

政策予算で補正にて対応しましたが、今年度につきましては当初から予算化しているも

のであります。 
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 次のページをお開きください。商工費になります。この部分につきましては、１９節

になりますが、町の商工振興事業補助金、この部分でふえています。それと、プレミア

ムつき商品券の発行補助金１，０００万円なのですが、これにつきましては２７年度に

ついては国のほうでプレミアム商品券の事業があって、２６年の繰り越し予算という形

でやっておりましたので、２７年当初予算がありませんでした。その部分を例年どおり

１，０００万円で復活させたような形になっておりますので、ふえております。それか

ら、交流プラザの管理運営費、これにつきましても２６年実績によりまして２５万６，

０００円の減額を見ております。それから、次の商工業振興奨励補助金の１００万円に

つきましては、この部分後継者へ譲られた方が２８年度４月で１名出てきますので、そ

の方への１００万円分を当初の予算で計上しております。この部分につきましては、新

年度が始まりましてほかの振興奨励補助金の補助申請がありましたら、補正にて対応し

ていくということでご理解をいただきたいと思います。 

 次に、観光費ですけれども、１１節の需用費の部分で電気料金等での減額を見ており

ます。それから、１３節におきまして、次のページめくっていただきまして１３節委託

料のところですけれども、百年記念公園の管理委託料、ここで３３万３，０００円ほど

プラスになっております。これにつきましては、就労者の賃金等の単価アップによる増

額となっております。それから、１８節備品購入費、これにつきましては肥料散布機、

これを購入する予定で計上させていただいております。次に、１９節負担金、補助及び

交付金、これについては特に例年と変わっているところはございませんが、下から４番

目のほろかない振興公社運営補助金３，６２７万７，０００円ですが、これにつきまし

ては昨年対比で約１８２万６，０００円プラスになっておりますが、これにつきまして

はルール上、２年前、この分の決算ベースにより算出しておりますので、本年度はこれ

だけ、１８２万６，０００円のプラスとなっております。 

 最後になります。まどか運営費でありますが、この部分につきましても昨年度と比べ

まして約５６万６，０００円のプラスになっておりますが、これにつきましては人件費

の増額による増額ということでの金額を見ておりますので、ご理解をいただきたいと思

います。 

 以上、産業課にかかわる部分の説明を終了させていただきます。よろしくお願いしま

す。 

〇委員長（齋藤雅文君） 説明が終わりました。 

 ページ数８１ページ、８２ページです。８１ページはただ項目が載っただけですから、

ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ８３ページ、８４ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １２１ページです。１２１ページ、１２２ページ、質疑あり
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ませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １２３ページ、１２４ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １２５ページ、１２６ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １２７ページ、１２８ページ、質疑ありませんか。 

 中村委員。 

〇２番（中村雅義君） 地力増進のほうなのですが、町長の施政方針の中で言われてい

るのは今後土づくりに力入れていくということで、バークを継続するという言い方もさ

れております。その中で今回は材料費というのが上がってはいないのですが、今後何年

間か出荷するバークがあるのかどうか、ちょっとお聞きしたいと思います。 

〇委員長（齋藤雅文君） 産業課長。 

〇産業課長（村上雅之君） バーク堆肥の残量につきましては、２８年度売れる部分で

約３００トンぐらいの在庫になっておりまして、２７年度、昨年度の予算で約６００ト

ンを仕込んでおります。合わせますと、大体歩どまりも見て２年間で約７００トン近く

はあろうかと思います。現実に年間どれぐらい出ていくのかというと、現在のところ大

体平均で３００トン出るか出ないかぐらいでずっと推移してきておりますので、現状で

は昨年度仕込んだ分で２年分ぐらいは何とかなるということで、今年度については材料

費等の分は見ておりません。 

〇委員長（齋藤雅文君） 中村委員。 

〇２番（中村雅義君） 今回バークを出すのは、昨年度仕込んだやつを今年度出すとい

うことでよろしいのですか。 

〇委員長（齋藤雅文君） 課長。 

〇産業課長（村上雅之君） ２８年度の売れる部分については、残りの３００トンぐら

いしか残っていないということです。 

〇委員長（齋藤雅文君） ほかにこのページありますか。 

 中川委員。 

〇３番（中川秀雄君） 技術センターのほうですけれども、先ほどの説明で賃金のアッ

プもあったということで説明ありましたけれども、下の臨時作業員賃金除いて、ことし

の技術センターのスタッフといいましょうか、職員の体制はどうなるのでしょうか。 

〇委員長（齋藤雅文君） 産業課長。 

〇産業課長（村上雅之君） 現在次長を含めて約５人の臨時職員で、それは年間雇用の

方が５人という形でおります。それのほかに、パートといいますか、忙しいとき頼む方

を２名という体制で、合計７名という形でスタッフを配置しております。 

〇委員長（齋藤雅文君） 中川委員。 
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〇３番（中川秀雄君） ことしはとりあえず５名でスタートするということですが、毎

年のようにここはスタッフがかわるのです。それで、ことしの２月でしたか、ありまし

たけれども、あそこの技術センターの試験結果報告など毎年やられておりますが、どう

しても研究成果が継続されないだとか、そこは僕の主観かもしれませんけれども、いろ

んな面でちょっと支障が出てきているのでないかというふうに正直感じてもおります。

一生懸命それぞれやってもらっているのですけれども、成果の蓄積だとか、研究の継続

性だとか、正直ちょっと疑問だなと思うところもあります。それで、昨年もたしか言わ

れていたのですけれども、技術センタースタッフだけに任せるのではなくて、産業課が

主体になって、その年の研究テーマだとか、あるいは継続して行ういろんな問題だとか、

そちらのほうもシフトして力を入れなければならない、そうしていきたいというふうに

たしか答弁があったかと思います。それで、そういう体制のフォローの点では、予算措

置ではないですけれども、どんなふうに考えているのか、ちょっとお伺いしたいと思い

ます。 

〇委員長（齋藤雅文君） 産業課長。 

〇産業課長（村上雅之君） 今ほどご質問いただきました人がころころかわるという話

なのですけれども、２８年度につきましては昨年度と人はかわりません。それと、今後

研究内容ですとかそういうことをもうちょっと産業課なりがきちっと話をしてやったら

どうだという話なのですが、ご承知のとおり、あそこのスタッフにつきましては本当に

臨時ばかりで、ほぼ任せたようなスタイルでやっておりますけれども、試験研究の内容

ですとか、次の年に何に取り組むかということにつきましては、産業課ももちろん入っ

ておりますけれども、普及センターですとか農協の担当者ですとか、そういうことで一

応会議は開いて、そのようなことはやっておりますということも申し添えますが、ただ

今ほど言われましたようにその部分がなかなか見えていないということもありますので、

前回も質疑のときに一応答えましたが、町政懇談会のときでも技術センターのやってい

ることが見えないというような話がありましたので、その部分につきましてはそのとき

にも答弁しておりますけれども、住民の方にわかるような形で、技術センターが何やっ

ているのかと、そういうことはもうちょっと周知徹底は図っていきたいというふうに考

えております。 

 以上です。 

〇委員長（齋藤雅文君） 中川委員。 

〇３番（中川秀雄君） 同じことなのですけれども、最後なのですけれども、単価のい

わばベースアップになるのでしょうけれども、単価の上乗せがあったということで、そ

れはそれで大変いいことだなと思うのですが、前から言っていますように、このことに

ついてもやっぱり臨時だけでやっているということ自体が非常に無理があるのではない

かなというふうに正直思います。ことしの場合はこういう形で臨職５名体制でやってい

くということですから、今さらどうもならぬのかもしれませんが、病院の介護職員の関
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係でもありましたけれども、何人かは最低でも、本当は全部正職員にしていただけば最

高だと思いますけれども、何人かでも正職できちんと雇用して、その成果なり事業の継

続性なりが保たれるようなシステムもぜひ考えていただきたいなというふうには思いま

すが、その点のお考えはどうでしょうか。 

〇委員長（齋藤雅文君） 町長。 

〇町長（細川雅弘君） これまた継続して難しい問題だと思います。技術センターにつ

いては、事の成り立ちから皆さんご存じだと思いますけれども、主任研究員、町職員、

我妻先生、学校職員から割愛していただいてスタートしたところでございます。そうい

った積み重ねがあって現在に至っているわけですけれども、違う場面でお話ししたほろ

みのりなんかも幌加内町ならでは、ちっちゃい町で種苗登録させていただきました。私

どもは、幌加内そばを発信していく上で、上のバーク堆肥ももちろんそうなのですが、

この小さな町がこういった堆肥場、そして技術センターを運営している、そのこと自体

ですばらしく幌加内そばの存在というものを発信できたと思っています。実際にソバを

視察にこられたユーザーの方、あるいは業者の方も行政に来られたときにはこういった

施設の見学をしていただいて、幌加内さんはソバにこんなに力入っていると、こういっ

た発信力でもあります。１つは、存在があって、町直営でソバの研究にある意味特化し

ている。これが幌加内そばの発信につながっていたかなと思っております。もう一つは、

知的財産を保持していく、職員のモチベーションですね、こういったいろいろもこうい

った町で一研究員が研究を続けて最後までやれるかどうか、賃金も多少絡んではくるの

ですけれども、それだけではモチベーションが保てないというふうなこともあろうかと

思います。私今現在考えておりますのは、産業課の組織図を見ていただければわかりま

すとおり、組織自体は産業課と一緒になっているのです。センター長が産業課長、次長

に今普及センターのＯＢの方がいるということで、もちろん係長連中もその構成員の中

に入っています。ぐるみで運営していることにはなっております。そういった中で運営

を続けて、正職でやったほうがいいという意見もあるのですが、うちの幌加内町役場と

いう身の丈を考えたときには、私は今のところ現在のスタッフ、内容等で運営を続けて

まいりたいというふうに考えているところでございます。 

 以上でございます。 

〇委員長（齋藤雅文君） このページはほかにありますでしょうか。１２７、１２８で

す。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １２９ページ、１３０ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １３１ページ、１３２ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １３３ページ、１３４ページ、質疑ありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １３５ページ、１３６ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、商工費に入ります。１３７ページ、１３８ページ

です。質疑ありませんか。 

 田丸委員。 

〇７番（田丸利博君） ７款１項１目１９節の交流プラザ管理運営補助金の７９８万２，

０００円ですか、これ先ほどのご説明では約２５万ほどの減額になったというお話なの

です。その要因というのはお話しされていなかったのですけれども、例えばそばの店舗

の運営の管理の部分だとか、その辺をちょっとお聞かせいただきたいなと思います。 

〇委員長（齋藤雅文君） 産業課長。 

〇産業課長（村上雅之君） 先ほどもご説明いたしましたが、この部分につきましては、

２年前といいますか、その部分の実績の数字ということで数字を上げておりますので、

特に昨年ベースで何やったかということではなくて、その前の年の部分での幾らかかっ

たかということで算出しておりますので、特に減った理由というのは全体的な経費的な

ものが減ったからということでございます。 

〇委員長（齋藤雅文君） 中川委員。 

〇３番（中川秀雄君） プレミアム商品券についてですけれども、昨年の場合は３割の

プレミアムつきということで理解をしておりますけれども、ことしの場合この予算の中

では次期プレミアムの率等はどうなるのでしょうか。 

〇委員長（齋藤雅文君） 産業課長。 

〇産業課長（村上雅之君） お答えします。 

 例年ベースに戻りまして、２０％ということで考えております。 

（「時期は同じ」の声あり） 

〇産業課長（村上雅之君） はい。 

〇委員長（齋藤雅文君） このページ、ほかにありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １３９ページ、１４０ページです。質疑ありませんか。 

 稲見委員。 

〇１番（稲見隆浩君） 百年記念公園の管理委託料についてちょっとお聞きしたいので

すけれども、前のページで従業員の賃金払っていますが、委託料というのはどういうふ

うに使われているのか、ちょっとお聞きしてもいいですか。 

〇委員長（齋藤雅文君） 産業課長。 

〇産業課長（村上雅之君） この部分の委託料につきましては、芝生の管理業務という

ことになっております。この部分では、追肥ですとか肥料関係、それから散布機械、あ

とガソリン代とか、そういうものに対しての委託料ということでの数字をこの委託料の
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部分では計上しておりますので、この部分については業者に委託しての芝の管理をやっ

ていただいているという形です。 

〇委員長（齋藤雅文君） 中村委員。 

〇２番（中村雅義君） ほろかない振興公社についてちょっとお聞きしたいと思います。

実績で去年よりもことしのほうがふえたという説明でありますが、本来公社というのは

一体どこまで、どんなのでも赤字になったらそういう形で補填していくのか、今後の公

社のあり方というか、そこも含めてお聞きしたいなと思います。 

〇委員長（齋藤雅文君） 産業課長。 

〇産業課長（村上雅之君） ほろかない振興公社につきましては、先ほども若干説明い

たしましたが、基本的には保養センターの温泉浴場部分に係る管理運営費の部分を支出

している形になっております。２５年の決算ベースで３，６２７万７，０００円という

形になっております。それのほかに、この中には道の駅に係る経費約４００万円、清掃、

それから管理、除雪の経費、この部分を含めた形でこの金額で道の駅と、それからさわ

やかトイレ、それから温泉部分についての管理をお願いしているという形になります。 

〇委員長（齋藤雅文君） 中村委員。 

〇２番（中村雅義君） 今保養センターの部分の経費を見ているということですが、ど

う見ても、過去からずっと見ていると今非常に整備されていないという、そういう苦情

なんかもあるのですが、その部分の対策なんかはどんなようにしておられますか。 

〇委員長（齋藤雅文君） 産業課長。 

〇産業課長（村上雅之君） この部分につきましても道の駅、そういうものに関して管

理が悪いということは昨年度も指摘をいただいております。そういう部分につきまして、

我々としましては一応指定管理を受けていただいております振興公社のほうにその辺、

観光客がいっぱい集まる場所ですから、そういう景観等についてはきちっとやってくだ

さいという指導はしておりますが、まだまだ行き届いていない部分はあろうかと思いま

す。一応指導はしているということで、済みません、ご理解いただきたいと思います。 

〇委員長（齋藤雅文君） ほかにこのページはありませんね。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ２款、５款、６款、７款、全体について質疑ありませんか。

質疑を忘れていた方おられませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ないようでございます。 

 それでは、これで２款、５款、６款、７款に関する質疑を終わらせていただきます。

産業課所管の質疑を全て終わらせていただきます。ご苦労さまでした。 

 ここで１０分ほど休憩させていただきたいと思います。 

 

休憩 午後 ２時２１分 
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再開 午後 ２時３１分 

 

〇委員長（齋藤雅文君） 大変お待たせいたしました。 

 皆さんのご協力により精力的に進んでおります。それで、本日は計画ではあしたの分

の歳出のほうをきょうじゅうに上げていこうと、それであしたの朝から歳入に行きたい

というような形で、よろしくお願いをいたします。 

 それでは、これから建設課所管の土木費、これから災害復旧費を一括して審査を行い

ます。 

 説明をお願いいたします。 

 建設課長。 

〇建設課長（小野田倫久君） それでは、８款１項１目の土木総務費です。予算額１４

２万３，０００円、年前年比で１２万４，０００円の減でございます。この目での前年

比減の理由としましては、１９節の負担金、補助及び交付金の道災害復旧促進協会負担

金、これが前年対比で１４万７，０００円の減になっているのが原因でございます。こ

れにつきましては、この負担金そのものが前年に災害復旧事業が発生した場合に負担が

出るということになっているためでございます。この目は以上でございます。 

 次に、２項１目道路橋梁維持費です。予算額１億９，７２９万７，０００円、前年比

で１９２万８，０００円の減でございます。この目での前年比減の理由としましては、

前年に除雪機械購入費で４，０００万円の予算計上があったためでございます。次のペ

ージをお開きください。 

〇委員長（齋藤雅文君） 課長、説明長くなりますから、着席してお願いします。 

〇建設課長（小野田倫久君） 次のページ、１１節需用費で修繕料１，７０５万１，０

００円でございますが、内訳としましては建設機械の車検整備で６１５万１，０００円、

スノーポールの修理で９０万円、自治区要望の維持関係で１，０００万円の予算となっ

ております。次に、１５節工事請負費でございますが、母子里地区基礎集落圏車庫建設

工事で２，９０８万５，０００円、それから母子里地区基礎集落圏車庫取りつけ道路新

設工事で２８３万円でございます。除雪用のドーザーの車庫でございますが、鉄骨づく

りのもので面積が９０．７平米の平家建て、それと取りつけ道路の延長が３４メートル、

幅が８．５メートルのものを同時に建設するものでございます。ここにつきましては以

上でございます。 

 次に、２目道路新設改良費です。予算額９，２２５万円、前年比で７，２９７万４，

０００円の増でございます。このページの説明は特にございませんので、次のページを

お開きください。１３節の委託料でございます。橋梁補修設計業務委託で２，３００万

円、次の橋梁点検業務委託料で１，５５０万円でございますが、これらは橋梁長寿命化

修繕計画に基づき実施するもので、設計事業費については５橋を実施、点検業務につい

ては３１橋を実施することとしております。次に、１５節工事請負費でございます。西



 - 52 - 

二線道路改良工事で２５７万１，０００円でございますが、これは上幌の谷岡地先でご

ざいまして、道路改修延長３６０メートル、一部舗装工が２０メートルございます。次

に、下幌加内線側溝改修工事でございます。６９７万７，０００円でありますが、排水

溝Ｖ３、４トラフの敷設で、延長１６０メートルの施工となっております。これは、下

幌、佐藤地先でございます。その下、橋梁補修工事でございます。１，０００万円の予

算でございますが、これは母子里の日野橋、それから沼牛、東１２線橋、振興の新北５

号東橋の改修の分でございます。次に、東栄基線の道路改良工事でございます。金額は

３，１６２万３，０００円でございますが、改良舗装工で延長は１１５メートルを実施

するものでございます。場所につきましては、小学校の裏のＪＲの昔の跡地のところに

ございます。 

 次、３項１目河川改修費でございます。予算額が２，２９１万４，０００円、前年比

で１，９２８万８，０００円の増でございます。ここにつきましては、１５節工事請負

費、弥運内川河川整備工事で８０４万６，０００円でございます。これは、近藤地先の

河道堆積土砂除去の関係で延長６６メートルを計画しております。次に、元川河川整備

工事で１，１２２万２，０００円でございますが、これは東栄の中西地先で河道堆積土

砂の除去、これの延長７５０メートルを実施するものでございます。ここにつきまして

は以上でございます。 

 次に、４項１目住宅管理費でございます。建設課関係分の説明の部分は次のページに

なりますので、ページをめくっていただきたいと思います。ここでは、１９節負担金、

補助及び交付金で住宅リフォーム補助金１５０万円でございますが、予定件数５件の分

を予算計上させていただいております。次に、持ち家の建設促進奨励金で８５０万円の

計上でございます。これにつきましては、条例改正等をいただきました件でございます

けれども、北方型住宅と一般住宅それぞれ１件ずつ、２件分の補助を当初に計上させて

いただきました。ここにつきましては以上でございます。 

 次に、５項１目の簡易水道費で予算額４，６９３万３，０００円、前年比で７９３万

７，０００円の増でございます。２８節の繰出金で簡易水道事業特別会計繰出金で４，

６９３万３，０００円でございますが、繰り出し基準外分の１，８７９万７，０００円、

前年比で１４７万６，０００円の減、繰り出し基準内分２，８１３万６，０００円、前

年比で９４１万３，０００円の増の内訳となっております。ここは以上でございます。 

 次に、２目飲料水対策費で予算額１，１８１万５，０００円、前年比で１，０９１万

５，０００円の増でございます。１９節負担金、補助及び交付金で長留内川雑用水施設

利用組合補助金、これが１，０９１万５，０００円でございます。これにつきましては、

平成２９年度から幌加内簡水への統合に向けてメーター器とメーターボックスの取りか

えを行うためにそれぞれ６７基と５７台の工事を行うため、組合に対して補助を行うも

のでございます。ここにつきましては以上でございます。 

 次に、６項１目下水道費で予算額３，７９２万４，０００円、前年比で１５２万９，
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０００円の減でございます。２８節繰出金で下水道事業特別会計繰出金３，７９２万４，

０００円でございますが、繰り出し基準外分が２，７６８万９，０００円、８６万３，

０００円、前年比で減でございます。繰り出し基準内分につきましては１，０２３万５，

０００円、前年比で６６万６，０００円の減の内訳となっております。 

 以上で８款の説明を終わります。 

 次に、１１款の災害復旧費の説明をいたしますので、１７７ページ、１７８ページの

ほうをお開きいただきたいと思います。１１款１項１目河川道路災害復旧費で予算額７

２６万２，０００円、前年比で６４９万１，０００円の増でございます。ここでは１５

節工事請負費でございますが、早雲内川河川災害復旧工事で７２５万８，０００円の計

上でございます。これは、昨年実施しました調査設計をもとに今年度工事を実施するも

のでございます。災害復旧延長が４３メートル、左岸の護岸工を行うものでございます。

以上でございます。 

 それで、建設課の予算説明全体を通して労務単価についてちょっと説明をいたします。

国土交通省では、平成２８年２月、この２月なのですけれども、２月１日適用の労務単

価について全職種の単純平均で約７％の上昇改正を実施したところでございます。今回

提案の予算については、その上昇分については加味されておりません。新年度実施の工

事等については積算を再度行い、足りない分につきましては補正予算にて対応していき

たいというふうに考えておりますので、ご理解をいただきたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

 以上で説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇委員長（齋藤雅文君） 説明が終わりました。 

 １４１ページ、１４２ページです。質疑ありませんか。 

 中川委員。 

〇３番（中川秀雄君） 今言われた労務単価や賃金の関係なのですけれども、２項１目

７節で賃金で２，４００万円ほどありますけれども、もちろんこれは冬の除雪の臨時職

員も含めてのことだろうと思うのですが、このうち通年で臨職として採用している方の

分はどのぐらいで、何人かということを知らせていただけますか。 

〇委員長（齋藤雅文君） 建設課長。 

〇建設課長（小野田倫久君） 賃金のほうでございます。２項１目のほうです。道路維

持の関係では、夏の間２名の方を予定しています。あとどうしても足りないときのスポ

ットで日割りで来ていただくような方も何人かいらっしゃいます。その分を計上させて

いただいております。 

 以上でございます。 

〇委員長（齋藤雅文君） 春名委員。 

〇６番（春名久士君） 関連ですけれども、参考までに、除雪に冬期間出ている人、高

い人もいれば低い人もいるのでしょうけれども、冬期間１シーズンで大体どれぐらいの



 - 54 - 

金額になるのでしょうか、概算でよろしいです。 

〇委員長（齋藤雅文君） 建設課長。 

〇建設課長（小野田倫久君） 手持ちの資料でお答えさせていただくので、精度につい

てはご勘弁いただきたいと思います。 

 建設機械の運転手につきましては、Ａランク、Ｂランク、Ｃランク、Ｄランクと４ラ

ンクございます。Ａランクは２３万６，１００円が月額で支払われております。これに

つきましては、大型及び大型免許保有者で、Ｂのランクを受けてから２年以上経過した

者、Ａが一番経験年数が高い人ということになります。Ｂのほうは月が２１万１，２０

０円、Ｃが１９万５，１００円、Ｄが１８万６，８００円ということになっております。

当然時間外、早出があった場合にはそれにオンされていきますので、時間外もことしの

１月、２月ぐらいだとほとんどの方が毎日のように出ておりますので、月額で単価はこ

の４種類ありますけれども、約２０万近い金額がプラスされるということになっていま

す。それは２カ月間ぐらいのものですけれども、それ以外の部分全部足すと大体の数字

が出るかとは思うのですけれども、総数は計算機たたいていないのであれですけれども、

一応そういう割り振りになっております。 

 以上でございます。 

〇委員長（齋藤雅文君） このページ、ほかにありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １４３ページ、１４４ページ、質疑ありませんか。 

 中村委員。 

〇２番（中村雅義君） 町除雪委託事業についてちょっとお聞きしたいと思います。昨

年度から見ると多分３００万ぐらい上がっているのかなと思っています。その要因もそ

うだし、過去二、三年ぐらい前から道単価に合わせた形で上げていったという、去年私

は説明いただいているのですが、道単価に上げるということになると、道は固定的なも

のではなくて多分時間単価でやっていると思うのです。その部分になると、幌加内の場

合は何月から何月までの期間と決まっているのですが、その日付に多分その単価、時間

単価掛けていると思うのですが、上がった要因も含めて、それから今除雪費もかなり高

くはなっていますので、余り使用度が低いというか、人家がないところの部分というの

は今後除雪をどうするのか、それも含めてお聞きしたいと思います。 

〇委員長（齋藤雅文君） 建設課長。 

〇建設課長（小野田倫久君） 委託のほうの話でございますけれども、基礎集落圏の分

で約６０１万５，０００円、それから業者さんのほうの部分として８，５７６万２，８

００円ということで一応予算計上させていただいております。これ足した分がここに出

ている分でございます。多少上がっている分というのは、去年も労務単価実は上がって

おります。そういう細かい積算を乗せてきたときに多少上がっている分というふうに理

解していただきたいと思います。あと、燃料単価や何かも基準にしている日にちがちょ
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っと違いますので、違うというか、前の年とは単価が違っていますので、その分が加味

されているということでご理解いただきたいと思います。 

 それと、先ほど除雪する場所、将来的にどうかというところでは、実は今雪上車で圧

雪しているところについては、雪上車ももう古くなりまして、更新時期を迎えていて、

修理代もかかっているということで、できれば廃止していきたいという方向で考えてお

ります。その関係では、受益者の方に接触して、今までの圧雪についてはちょっと勘弁

いただけないかということでご相談している最中でございます。まだ全部終わっていな

いのですけれども、そういう形で、実際に住んでいないところだとか、そういうところ

はもう既に除雪をしないようにしてきている部分たくさんあるのですけれども、例えば

通り抜けするような道路も含めて、その辺はなるべく、予算もかかることですので、自

治区さんとも協議しながら、減らせるものは少し抑えていきたいというふうには考えて

おります。ただ、やみくもにここはいいでしょうという話にはならないと思いますので、

それは協議させていただいて決めていきたいと思っておりますので、ご理解いただきた

いと思います。 

〇委員長（齋藤雅文君） ほかにこのページ、質疑ありますか。 

 中川委員。 

〇３番（中川秀雄君） 先ほど労務単価がことしは７％ほど上がるという、それで予算

には反映されていないので、後ほど補正で計上したいということでしたけれども、例え

ばそうなってくると委託料なんかのほうも補正があり得るという考えなのでしょうか。 

〇委員長（齋藤雅文君） 建設課長。 

〇建設課長（小野田倫久君） 実際にはございます。各項目にわたって上がっていく金

額が実は違うものですから、全部の平均をすると７％ということなのですけれども、そ

れは物によってはほとんど上がらないものとかも含まれておりますので、再積算してみ

ないと数字的にはつかみ切れないということなものですから、この後実際に工事に向け

て再積算をした中でその部分についてはお願いしていくことになると思います。ちなみ

に、昨年も労務単価平均で４．１％上がっております。ここ数年毎年のように４回続け

て上がっているようですので、最初のころから見たらかなり高い金額にはなっているか

と思います。 

 以上でございます。 

〇委員長（齋藤雅文君） 中川委員。 

〇３番（中川秀雄君） 工事請負費の関係なのですけれども、母子里地区のあれで約３，

０００万弱の予算計上されております。先ほど９０平米ぐらいの大きさなのだというこ

とは聞いたのですが、ちょっと頭の中で計算できないのですけれども、車両としては例

えば一般的な除雪機械や何かで何基分ぐらい入る大きさなのですか。それで、結構額の

大きいものですから、合っているというか、基礎集落圏で所有している車両分だけなの

ですか。 
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〇委員長（齋藤雅文君） 建設課長。 

〇建設課長（小野田倫久君） これにつきましては、基礎集落圏で保有している機械の

台数１台ですので、その分になります。実際には基本は排土板がついていて、ロータリ

ー除雪機も使えるように、アタッチメントで交換して使うようになっております。機械

を入れて、そのアタッチメントも中に置いて、作業スペースをある程度確保できる面積

で実は今回計算させていただいているところでございます。今までのは無理くり、機械

の幅ぎりぎりの車庫だったものですから、中でのメンテナンスというのは全然できなか

ったというのが実態でございますので、長く使っていただくためにも中でメンテナンス

がある程度できることを想定したつくりになっております。 

 以上でございます。 

〇委員長（齋藤雅文君） このページよろしいですか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １４５ページ、１４６ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １４７ページ、１４８ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １７７ページ、１７８ページ、災害復旧費ですが、質疑あり

ませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ８款と１１款全般について質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ないようでございます。 

 それでは、これをもちまして８款と１１款に関する質疑を終わらせていただきます。

ご苦労さまでした。 

 暫時休憩いたします。 

 

休憩 午後 ２時５７分 

再開 午後 ２時５８分 

 

〇委員長（齋藤雅文君） 休憩を閉じさせていただきまして審査を続けます。 

 １０款教育費の説明をお願いいたします。 

 教育次長。 

〇教育次長（清原吉典君） １５１ページ、１５２ページをごらんください。 

〇委員長（齋藤雅文君） 次長、説明長くなりますので、着席して説明してください。 

〇教育次長（清原吉典君） １０款１項１目教育委員会費、本年度１９０万２，０００

円、１５万円のマイナスでございます。こちらにつきましては、１節の報酬、委員報酬
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ですけれども、制度が変わりまして、教育長から通常の委員になるということでの減額

でございます。この目については以上でございます。 

 ２目事務教育費１０７万円、１２万５，０００円のマイナスでございます。この目に

つきましては特に説明はございません。 

 ３目教育振興費１，２１８万５，０００円、３１７万６，０００円の増でございます。

次のページをお願いいたします。１９節負担金、補助及び交付金の下から４つ目でござ

います。高等学校生徒下宿等補助金３６０万円でございます。本年度の新規事業でござ

います。町長の施政方針でも触れましたが、町外に下宿をする高校生に対して保護者の

負担軽減をするために、修学機会を確保するための費用を一部助成いたします。要綱に

つきましては町が定めて、事務については教育委員会が行うというものでございます。

助成金の額については、下宿費の費用が月額３万円を超えた場合１万円を助成し、年額

上限として１２万円を助成します。３０名分の予算としているところでございます。こ

の目につきましては以上でございます。 

 ４目学校営繕費５３５万７，０００円、１９９万７，０００円の増でございます。１

１節の需用費、特別修繕料でございます。朱鞠内小学校の体育館ステージ床が浮いてい

るという箇所がございますので、その改修に６１万６，０００円でございます。同じく

朱鞠内小学校の体育館のステージの幕、色あせ、破れがあるため、その交換に１０４万

１，０００円を計上しているところでございます。 

 ２項１目学校管理費、本年度５，５４３万円、２，３３９万２，０００円の増でござ

います。次のページをお願いいたします。１３節の委託料の一番下でございます。添牛

内地区の通学児童送迎業務委託料２３３万２，０００円、関連がありますので、１４節

使用料及び賃借料の車借り上げ料１１６万９，０００円でございますけれども、現在は

普通乗用車によりましてタクシーで添牛内の児童を送迎しております。本年度添牛内で

６名の児童が乗車することになりまして、車両を変更しなければならなくなりました。

地域おこし協力隊で使用しておりましたワゴン車について契約期間中であったため、こ

の車両を教育委員会に所管がえをしまして、送迎業務を現在運行しております士別ハイ

ヤーに委託するものでございます。関連し、１１節の需用費の燃料費も３１万２，００

０円を増額し、予算計上しているところでございます。１４節、印刷機借り上げ料２１

万６，０００円ですけれども、補正でも対応しておりましたけれども、幌加内小学校と

朱鞠内小学校の印刷機入れかえによるもので、当初予算としては新規扱いとなりますの

で、増額となっているところでございます。１５節工事請負費、幌加内小学校のトイレ

改修工事１，４９６万９，０００円でございます。校舎１階の男子、女子トイレ、２階

の男子、女子トイレをそれぞれ大便器のほうを洋式へ変更するものでございます。現在

は校舎の児童用全てで和式となっておりますが、各家庭ではほとんどが洋式になってい

るということで、和式ではどのように用を済ませていいかわからないという児童もいる

ことも聞いております。今回洋式へ改修するものでございます。現在の数につきまして
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和式が１７あります。それを洋式１１、和式もそれぞれのトイレに１つずつ残しまして、

４つといたします。続きまして、朱鞠内小学校の屋根塗装工事４６４万４，０００円で

ございます。前回平成１５年に実施し、経年劣化により校舎、体育館の屋根の塗装を行

うものでございます。次に、幌加内小学校の給油設備改修工事２３７万６，０００円で

ございます。現在地下タンク、重油方式により冬期間のボイラーの燃料給油を行ってお

ります。老朽化によりまして配管の劣化が激しく、一時的に修繕はしておりますけれど

も、消防より改善指導がありましたので、今回重油方式から灯油方式に変える、灯油タ

ンク方式に変えるということでの予算計上でございます。旧地下タンクにつきましては、

洗浄して砂入れ処理をするというものでございます。１８節備品購入費でございます。

パソコン購入費の５２万６，０００円でございます。幌加内小学校で特別支援学級が本

年度１クラスふえます。先生が１人ふえます。それと、幌加内小学校全体で３学級とな

りますので、それに伴いまして先生がまたさらに１名ふえるということで、実質２名が

ふえることになります。それで、教師用のパソコン２台を購入するものでございます。

関連ございますので、一般備品費におきましても教師用の机、椅子を２台分予算計上し

ているものでございます。この目については以上です。 

 ２目教育振興費２３０万３，０００円、１５３万９，０００円の減でございます。１

１節需用費で印刷費１３２万９，０００円でございます。社会科の副読本３０部を印刷

する費用を計上しております。そのほか１１節需用費、１８節の備品購入費は、各教材

の購入費として計上しております。この目については以上です。 

 次のページをお開きください。３項１目学校管理費４，８９１万６，０００円、２，

４９９万３，０００円の増でございます。１３節の委託料、一番下でございます。電話

システム更新業務委託料３０万３，０００円ですけれども、電話の機器の老朽化により

まして電話機の更新を行いますが、安価な方法でできないかということで今現在検討中

でございます。調整がつき次第、補正により予算の組みかえを予定しているところでご

ざいます。１５節工事請負費、幌加内中学校のトイレ改修工事２，０２４万円でござい

ます。小学校同様、和式を洋式にかえるものでございます。１階の男子、女子、職員用

の男子、女子、２階の男子、女子、あと体育館にもあります男子、女子について改修を

実施します。現在の数については和式２５ございます。それを洋式１６、和式４つ残す

ことで改修を予定しております。次のページをお願いいたします。同じく１５節工事請

負費、幌加内中学校の教員住宅外壁塗装工事４１５万８，０００円でございます。昭和

５３年と５４年、５６年、それぞれ建設された３棟６戸の外壁の老朽が著しいこともご

ざいますので、外壁塗装を今年度実施いたします。この目については以上です。 

 ２目教育振興費２６２万４，０００円、１７３万４，０００円の増でございます。１

８節備品購入費、教師用教科書指導書購入費１５３万９，０００円でございます。４年

ごとに教科書が見直しされて変わりますので、本年度教師用の教科書が変わりますので、

生徒用の教科書は無償で配付されますが、教師用の教科書指導書は購入しなければなり
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ませんので、購入するため予算計上しております。この目については以上です。 

 ４項１目高等学校総務費４，８１６万２，０００円、１，０２３万１，０００円の増

でございます。７節賃金、実習助手賃金の６５４万９，０００円でございます。それと、

臨時養護教諭賃金２２６万７，０００円でございます。月額賃金の改定による増もござ

います。あと、土日等の出勤により振りかえ処理できない時間外分が３７万５，０００

円増額となっているところでございます。１１節需用費、特別修繕料７４万６，０００

円でございます。実習棟の擁壁が建物の雨垂れによって腐食しておりますので、アルミ

屋根を設置し、腐食を防止するための修繕料でございます。次のページをお願いいたし

ます。１３節、ガラス清掃業務委託料２０万円でございます。校舎のガラスは隔年で実

施し、１３万１，０００円でございますけれども、新規としまして、本年度上川管内の

福祉スポーツ大会が８月に幌加内高等学校で開催されます。それで、一度も清掃してお

りませんでしたので、ガラス清掃に６万９，０００円を追加予算計上しているところで

ございます。あわせまして、清掃業務委託料６万５，０００円ですけれども、ガラス清

掃で高所作業車が来ますので、あわせて校舎と体育館の高所箇所の清掃を行うものでご

ざいます。１５節工事請負費、幌加内高等学校トイレ改修工事１，０７２万５，０００

円ですけれども、小中学校同様トイレを洋式化するものでございます。校舎の１階の男

子、女子、２階の男子、女子、体育館の男子、女子について改修します。現在の数は和

式１０、洋式６ありますが、それを洋式１４、和式２へ変更するものでございます。こ

ちらにつきましては、幌加内小学校、中学校、高校とトイレ洋式化について関連がござ

いますので、発注するときにはまとめて発注しまして、経費のほうを抑えさせていただ

きたいと思っておりますので、よろしくお願いします。１９節負担金、補助及び交付金、

上川北部高等学校広域連携事業負担金１０万円でございますけれども、上川北部の町村

が連携しまして、それぞれの高校の紹介や地域のＰＲを初年度目として札幌市で行うこ

ととしております。その共通経費として１町村１０万円を負担することで、新規で予算

を計上しております。現在連携の予定の町村は、剣淵町、音威子府村、下川町、幌加内

町の４町村でございます。この目については以上です。 

 ２目教育振興費１，４８９万６，０００円、６１９万２，０００円の増でございます。

８節報償費、スクールソーシャルワーカー報償金８６万４，０００円でございますけれ

ども、生徒が学校生活等で直面する苦しみや悩みに対応し、現在も膠着している問題を

解決するために専門的な知識がある方を派遣するということとしております。１回に１

万８，０００円、月に４回程度派遣し、４８回分の経費を予算計上しております。９節

旅費でございます。特別旅費の１５万円ですけれども、１９節の補助金でも説明いたし

ますけれども、本年４年生が１名在籍します。その生徒が校外実習をする際の実習先に

生徒指導に行くための教員用の旅費でございます。なお、生徒の実習先については、札

幌市内のそば店で実習することで現在は調整しております。１３節委託料でございます。

次のページをお願いいたします。家畜飼育業務委託料２４万円でございます。平成２７
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年度の補正でも予算措置しておりますけれども、今年度においてもそば豚のブランド化

を図るため、豚の飼育に要する経費でございます。委託先につきましては佐々木養豚場

で、６頭分を飼育委託するものでございます。関連し、食品成分分析業務委託料９万１，

０００円でございますが、そば豚として飼育された生肉の成分分析を行い、通常の豚と

そば豚を違いを分析するための検査料でございます。１８節備品購入費、教材用備品購

入費４８４万円の内訳でございますけれども、トマトジュースなどを搾る搾汁機の更新

に２７０万円、園芸用の土を殺菌するための焼土殺菌乾燥機１９４万４，０００円、ミ

ートスライサーに５万円、電子レジスターに７万４，０００円、教材用のソフト購入に

７万２，０００円の以上５点を予定しているところでございます。１９節負担金、補助

及び交付金、幌加内高等学校第４学年校外実習補助金２５万円でございますけれども、

先ほど申し上げましたけれども、４年生が１名在籍しますので、校外実習に係る旅費等

の必要な経費を計上するための予算を計上しております。国内２５万円、海外５０万円

を上限として、過去にも予算上で助成しておりますけれども、一定の基準を設けるため

要綱を作成し、助成するものでございます。この目については以上です。 

 ３目寄宿舎費８，７６７万円、４，０１８万８，０００円の増でございます。１３節

委託料、調理業務委託料２，３４２万円ですけれども、町内行事がふえたため、弁当の

代替食もふえております。その分の増加分として寄宿舎の調理を委託している魚国総本

社の委託料を２４万２，０００円増額して計上しております。次のページお願いいたし

ます。１５節工事請負費、幌加内高等学校寄宿舎改修工事４，０５０万円ですけれども、

７点ほどございます。１点目としましては、北側の居室のベッドの長さが狭く、使用で

きない状況でございましたので、１階４部屋、２階に３部屋ございます合計７部屋を改

修するものでございます。２点目としまして、女子の居室と南側居室、合わせまして３

７室で勉強机が正座しなければいけないタイプでございます。それを机を上げまして椅

子タイプへ改修するものでございます。この居室全てにおきましては、一人になれる空

間をつくるため、カーテン方式により仕切りを入れるという改修をするものでございま

す。３点目としまして、事務室ですけれども、事務室が手狭であるということで、隣接

している舎監室との仕切りの壁を撤去するものでございます。４点目として、トイレの

洋式化でございます。男子棟で和式４つを洋式、女子棟で和式４つを洋式へ改修するも

のでございます。５点目として、洗面所、脱衣所、浴室でございます。洗面所は、蛇口

を混合栓タイプへ変更いたします。脱衣所は、クッションフロアの張りかえ、女子棟に

つきましてはタイルが剥がれてひび割れがありますので、それを修繕するものでござい

ます。６点目としましては、インターホンを修理しまして、生徒の急用に備えることと

しております。７点目としまして、相談室に隣接しているボイラーを撤去しまして、相

談室を女子棟の管理人室として改修するものでございます。以上７点の改修を行いまし

て、寮生活環境の向上を図るものでございます。なお、完成につきましては、８月末を

見込んでいるところでございます。あと、もう一点、当初予算として予算計上漏れがご
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ざいまして、北側、南側の居室で椅子タイプへ変更いたしますが、その椅子７０脚と机

４０台の備品購入費を６月補正で計上することとしております。金額につきましてはお

およそ３３０万円、予算予定しているところでございますので、ご理解いただきたいと

思います。幌加内高等学校の寄宿舎の屋根塗装工事１８８万円でございますけれども、

経年劣化により実施するものでございます。１８節の備品購入費、寮備品購入費９万１，

０００円ですけれども、調理場の厨房、ステンレス可動作業台の足が老朽により故障し

ておりますので、２台入れかえるものでございます。 

 ５項１目学校給食費３，３１５万７，０００円、２３０万円の増でございます。１５

節工事請負費、学校給食センターの機械設備改修工事４６９万８，０００円でございま

すけれども、搬入された食材と下処理した食材を別な場所で作業することで道教委から

衛生指導がございました。そのため、床の改修とシンクの取りかえ、上下水道の配管も

行うこととしておりますので、予算計上しております。１８節備品購入費、次のページ

をお願いいたします。備品購入費の６９万２，０００円ですが、こちらも道の指導によ

りまして、衛生管理上、搬入された食材の保管を冷蔵庫で行うよう指導がありましたの

で、購入するものでございます。 

 ６項１目社会教育総務費７７３万５，０００円、１７３万８，０００円の増でござい

ます。１１節の需用費、消耗品費の１３万３，０００円ですけれども、本年度よりブッ

クスタート事業を行います。新生児に絵本をプレゼントし、保護者と新生児が本と触れ

合うきっかけをつくるため、８，０００円ですけれども、増額をしております。食糧費

２１万円でございます。補正でも予算措置しておりますけれども、成人式の料理提供の

代金の見直しがあったため、６万円増額しております。１９節の負担金、補助及び交付

金、中段の上川管内青少年育成運動推進指導委員会負担金１，０００円でございますけ

れども、上川に移管後新たに発生したものでございます。個人負担により対応しており

ましたけれども、この団体より公費負担での依頼があったところでございますので、新

規として予算計上しております。あと、２つ目の女性団体活動補助金３０万３，０００

円でございますけれども、３月の役員会で２７年度をもって解散をしたいというような

方向でほぼ決まっているところでございます。４月にこれから総会がございますけれど

も、解散の動きになれば予算についても減額の予定でございますので、ご理解いただき

たいと思います。次のページをお願いいたします。２目公民館費２，０５３万８，００

０円、４０万６，０００円の増でございます。１１節需用費、特別修繕料２７８万７，

０００円でございますけれども、朱鞠内のコミュニティセンターの音響の設備改修に７

７万８，０００円、旧政和小学校、こちらを社会教育施設として今後も使用するという

ことで、消防設備を備える必要がございますので、消防改修に７４万５，０００円、防

火シャッター改修に１２６万４，０００円、合わせて２００万９，０００円を予算計上

しているものでございます。１２節役務費、電話料４万１，０００円ですけれども、こ

ちらも政和小学校の消防設備の自動火災報知機用の電話回線に使用するために予算計上
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しております。１３節の委託料、消防設備保守点検業務委託料２６万８，０００円のう

ち、旧政和小学校分として５万４，０００円を追加しております。１９節負担金、補助

及び交付金、分館施設設備補助金９万６，０００円でございますけれども、各分館から

の要望によりまして、東栄地区の椅子２０脚、平和地区の椅子２０脚、２分の１の助成

として予算計上しているものでございます。この目については以上です。 

 ３目生涯学習センター費２，７４７万５，０００円、４万２，０００円の増額でござ

います。７節の賃金、図書事務員賃金１０３万５，０００円のうち、学校図書も整備す

る必要があるため、それに係る賃金を２万３，０００円追加しているものでございます。

次のページをお願いいたします。１１節需用費、印刷費の４万２，０００円のうち、図

書のバーコードラベルが学習センターの電話局番５局のままになっておりますので、３

５局に変更するため４，０００円を追加しております。それと、バーコードラベルの増

額分として１万５，０００円を追加しているものでございます。この目については以上

です。 

 次のページをお願いいたします。７項１目保健体育総務費２６６万６，０００円、７

３万３，０００円の増額でございます。１９節負担金、補助及び交付金のうち、リフト

減免補助金７２万８，０００円、昨年肉づけとなっておりましたので、今年度は追加と

して計上しているものでございます。この目については以上です。 

 ２目体育施設費４，５８９万３，０００円、１，７５９万２，０００円の増でござい

ます。１１節の需用費、特別修繕料の７４４万円の内訳としまして、朱鞠内、幌加内の

プールのろ材の入れかえに１２０万４，０００円、山村広場の管理棟の漏水がありまし

たので、その修理に５７万３，０００円、ほろたちスキー場の監視小屋の土台修理に５

８万７，０００円、スキー場のリフト折り返し滑車部品の交換、油圧ユニットのオーバ

ーホールを計画的に行うもので、５０７万円を予算計上しております。１５節の工事請

負費、次のページをお願いいたします。ほろたちスキー場のロッジ屋根塗装工事の２９

２万７，０００円ですけれども、前回１５年に実施し、計画的に実施するものでござい

ます。山村広場の駐車場の新設工事３８０万２，０００円ですけれども、遊具施設とア

スレチック施設側に移設したことによりまして旧旭団地の道道側に土を盛りまして、砂

利を敷きまして、側溝整備も行いまして、約２４台分の駐車スペースを確保するため新

規で設置しております。１８節備品購入費、一般備品購入費の４２０万８，０００円の

うちテニスコートの可動式のフェンス２２台分、こちらを４１５万８，０００円を購入

するものでございます。この目については以上です。 

 ８項１目生活改善センター管理費２５３万５，０００円、１，４４１万９，０００円

の減額でございますけれども、これは平成２７年度に改善センターの駐車場の整備工事

の工事費がなくなったことによる減額でございます。この目については以上です。 

 以上で１０款教育費の説明を終わります。 

〇委員長（齋藤雅文君） 説明が終わりました。 
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 それでは、１５１ページから質疑を受けます。１５１ページ、１５２ページについて

質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １５３ページ、１５４ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １５５ページ、１５６ページ、質疑ありませんか。 

 中村委員。 

〇２番（中村雅義君） 各小中高とトイレ工事をやるのですが、この中で朱鞠内小学校

は改修しないのでしょうか。 

〇委員長（齋藤雅文君） 次長。 

〇教育次長（清原吉典君） 朱鞠内小学校については、もともと朱鞠内中学校に移転し

て、あそこが今小学校になっております。もう既に洋式化されておりますので、朱鞠内

は今回省かせていただいております。 

〇委員長（齋藤雅文君） ほかにこのページ質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １５７ページ、１５８ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １５９ページ、１６０ページです。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １６１ページ、１６２ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １６３ページ、１６４ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １６５ページ、１６６ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １６７ページ、１６８ページです。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １６９ページ、１７０ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １７１ページ、１７２ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １７３ページ、１７４ページ、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １７５ページ、１７６ページについて質疑ありませんか。 

 春名委員。 

〇６番（春名久士君） ほろたちスキー場を指定管理でやっているわけですけれども、
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２，０００万円の業務委託料ということですけれども、経営的に２，０００万円の補助

を出して赤字なのか、黒字なのか、ここら辺はどう捉えているのでしょうか。２７年度

の部分も含めてお聞かせ願いたいと思います。 

〇委員長（齋藤雅文君） 教育次長。 

〇教育次長（清原吉典君） 昨年から２，０００万円になったということで捉えており

ますけれども、この前の年はやはりマイナスでございまして、それは営業努力というこ

とで、ダンケジャパンのほうでかぶったといいますか、そういうことでやっております。

ダンケジャパンも旭川のサンタプレンゼントパークと一緒にやっておりますので、その

辺と相殺しながら営業努力ということでやっていただいています。２７年度につきまし

ては、夏場の宿泊が実はちょっとありまして、それは直接スキー関係ではございません。

業者の宿泊でございましたけれども、その分で若干の黒ということにはなっております。

２，０００万円出して、ちょっと様子を見ながら、営業努力もしていただくような感じ

で業者に経費削減を求めながらやっていただきたいなと思っておりますので、今後もご

理解いただきたいと思います。 

〇委員長（齋藤雅文君） １７５ページ、１７６ページ、ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） １０款教育費全般について質疑ありませんか。 

 中川委員。 

〇３番（中川秀雄君） 今までも大体同じような予算だったのですけれども、臨時事務

補の関係なのですが、高校のほうでは多少高いのですけれども、小中の事務補の場合で

すと大体年収で１５０万前後で、月給にすれば１２万円台ということだろうと思うので

す。それで、今ごろこんな質問したら変かもしれませんけれども、実際の勤務実態がど

うで、どんな方が担われているのですか。この給料では報償費を入れても年収２００万

以下ですから、いかに幌加内といえどもかなり厳しいなと僕は正直思うのですけれども、

それで勤務実態とどんなことを実際この仕事につかれてやっておられるのかお伺いした

いと思います。 

〇委員長（齋藤雅文君） 教育次長。 

〇教育次長（清原吉典君） 賃金につきましては総務課のほうで一括して、年数によっ

て段階的に上がる。例えば３年以上いたら何千円上がるというような賃金体系でござい

まして、勤務実態については朝の８時に来まして、夕方の４時、時間がちょっと、書類

持ってきておりませんので、４時半だと思います。通常の先生方よりは時間早く帰って

おります。それで、担当の事務ということで、電話とったり、あとお客さん来たときに

お茶入れたり、校長先生にお茶入れたり、お客さんの接待というようなことでの業務内

容ということでございます。雇われている方につきましては主婦の方です。実家が幌加

内にあって住まわれている方もおりますので、それで募集をかけまして採用したという

ところでございます。 
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 以上でございます。 

〇委員長（齋藤雅文君） 中川委員。 

〇３番（中川秀雄君） それで、例えば年賃金の差というのは、これは勤務の経験年数

の差というふうに考えてよろしいということですか。例えば小学校、中学校の場合だと

１５０万円台にしかならないのですけれども、彼ら、彼女らかは知りませんが、につい

ては２年未満、実態としてはどういうこと、勤務経験年数はどれぐらいになっているの

ですか。 

〇委員長（齋藤雅文君） 教育次長。 

〇教育次長（清原吉典君） 例えば小学校ですと、一年一年継続はしておりますけれど

も、長い方では８年継続している方もいます。それは、学校もかわったということで異

動もございまして、８年間勤めている方でございます。これは幌加内小学校でございま

す。朱鞠内については１年でございます。中学校についても継続で今３年継続している

ということございます。それも毎年毎年契約更新して採用しているということでござい

ます。 

〇委員長（齋藤雅文君） １０款全般について質疑ありませんね。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ないようでございます。 

 それでは、これで１０款に関する質疑を終わらせていただきます。 

 以上で教育委員会所管の質疑を全て終わらせていただきます。どうもご苦労さまです。 

 

    ◎延会の議決 

〇委員長（齋藤雅文君） 委員の皆さんにお諮りいたします。 

 本日の委員会はこの程度にとどめ、延会したいと思いますが、これにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 異議なし。 

 

    ◎延会の宣告 

〇委員長（齋藤雅文君） したがいまして、本日はこれで延会することに決定いたしま

した。 

 大変ご苦労さまでした。 

延会 午後 ３時３４分 


